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第１章 実施概要 

 

１－１． 背景と目的 

 

１） 背景 

急速に高齢化が進む中国では、2017年現在 60 歳以上の高齢人口は約 2億 3,000万人と、

日本の総人口の 2倍に迫る勢いで増加し、「一人っ子政策」の影響や核家族化の進行もあ

って、介護事業の普及と展開が国家的急務とされている。しかしながら、「親の老後は子

どもが看る」という意識が強い中国では「介護（中国では養老）」という概念が希薄で、公

的な介護保険制度が不備でもあり、民間の介護に関わる技術・設備、さらにサービスやビ

ジネスノウハウも不足している。一方で、歴史と実績もあり質の高い日本の介護技術・サ

ービスへの期待は非常に大きい。 

こうした背景の下、本コンソーシアム参加団体である銀座養老医療中国株式会社は、中

国で本格的に日本の介護事業を展開するために、中国の大手不動産デベロッパーである上

海由由（集団）股份有限公司と合弁会社「上海由由湖山養老投資管理有限公司」を 2015年

10 月に資本金１億人民元（出資比率は、銀座養老医療中国（株）：上海由由集団=20：80）

で設立した。 

合弁会社の第１号プロジェクトとして、経済発展が著しい上海市中心部の浦東新区に大

型介護施設である「（仮称）櫻花家園養老院」の 2018 年度開業を目指している。「日本発」

の大規模介護事業のアウトバウンド展開は、健康・医療戦略推進本部が提唱する「アジア

健康構想に向けた基本方針」にも合致している。 

社会経済状況が大きく異なる中国では、「ヒト・モノ・カネ・ノウハウ」等の資源を効

率的にマネジメントすることが重要である。特に、サービス提供の要である人材育成と技

術習得、日本製福祉用品・介護機器（以下、介護機器）の導入、中国の国情に合わせたビ

ジネスモデルの構築、さらにサービス・技術・機器・施設等のパッケージ化を図ることが

最重要課題である。 

 

２） 目的 

（１）今年度の目標 

昨年度の「平成 28年度医療技術・サービス拠点化促進事業（上海介護拠点促進プロジェ

クト）」では、「櫻花家園養老院」における介護施設・設備の整備要件と現地の介護現状の

理解、及び職員育成と受入に関する課題等を整理した。今年度は、大型介護施設をプラッ

トフォームとして、収益につながる事業性と将来に向けた継続性に踏み込んだ実証事業を

目標とする。 

その具体的な事業メニューとしては、介護職の外国人技能実習生制度を踏まえて、まず

人材育成の要となるユニット（職域）リーダー候補対象の教育研修事業、介護機器の現地
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ショールーム開設事業及び「介護文化」をテーマとするシンポジウム開催事業を実施する。

特に、後者は、評価委員会から指摘があった「中国での購買者層ニーズと高品質な日本介

護製品の価格ギャップ解消、ブランディング戦略の確立等」に対応する取組である。 

中国市場における日本の介護サービスの実現にあたっては、介護事業者の自助努力だけ

ではなく、介護機器を製造・販売するメーカーとの協働・協力が不可欠である。本事業で

は介護機器の製造・販売の世界的トップメーカーとコンソーシアムを形成し、介護アウト

バウンド事業のブランド戦略にもつなげることを目論んでいる。昨年度は日本から視察団

を派遣し、現地介護状況を調査した。今年度は上海現地のユニットリーダー候補からなる

研修生を日本に派遣し、国内での技能実習生受入のポイントを整理し、日本の介護サービ

スのローカライズ（現地展開）のあり方を実証する。 

 

（２）全体事業の将来目的 

上海市浦東新区における全体事業の運営拠点では、全体開発計画を 3期に分割して進め

ており、今年度の事業はそのうち第 1期の大型介護施設建設を見越した実証である。第 1

期計画では上海市民の高齢化状況に対応し、入居後は自立から重度の要介護まで、心身の

状態に応じた日本の介護サービスを提供することが目的である。第 2期計画では、第 1期

計画の隣地に同規模の養老院を新設する。第 3期計画は、その隣地に病院・リハビリテー

ション病院を新設する予定である。 

本事業拠点は、上海市中心市街地から近く、既に養老施設として開設している競合施設

との比較では、親族・家族が望む「近居介護」を実現する立地特性もあり、販売戦略上優

位性を有する。他方、市内既存施設においては日本のサービス、日本製介護機器をフルに

活用した施設は存在しておらず、「日本製品」に対しての信頼の厚い中国においてフラッ

グシップたる地位を確保することも可能であると考えている。 

全体事業の将来目的は、こうした環境的優位性を背景に、日本の介護への信頼感を醸成

し、中国国内での高齢者介護のデファクト・スタンダードを「日本の介護モデル」に位置

づけることにある。なお、本事業は、これまでにない日本の大型介護施設による介護サー

ビスの提供にとどまらず、地域再開発のランドマークにもなり得る。第 2期の施設拡大と

第 3期の医療機能との連携は、総敷地面積 70,000㎡規模の介護・医療ゾーンを核にした街

づくりや地域コミュニティ形成にも発展すると期待できる。 
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協力団体 

 

外注先 

 

社会保険出版社 
株式会社 

株式会社 
社会情報システム 

図表 1 第一期大型介護施設の完成パース図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出所）日本設計作成 

 

１－２． 実施体制と事業スキーム 

 

１） 実施体制 

代表団体であるNPOヘルスケア・デザイン・ネットワークは、コンソーシアムの参加者

及び外部協力団体（外注先含む）に対して事業スキームに基づく業務を委託または外注し、

本事業全体を取りまとめる。コンソーシアムを中核とする事業実施体制は以下のとおりで

ある（図表 2）。 

図表 2 実施体制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※八楽夢床業（中国）有限公司はパラマウントベッド株式会社の現地法人 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

  

代表団体 
特定非営利活動法人ヘルスケア・デザイン・ネットワーク 

銀座養老医療中国株式会社 株式会社日本設計 上海由由湖山養老 
投資管理有限公司 

八楽夢床業（中国） 
有限公司 

参加団体 

 

積水ホームテクノ株式会社 オージー技研株式会社 パラマウントベッド株式会社 
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図表 3 関係事業者と実施内容  

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

２） 事業スキーム 

本事業の事業スキームを次に示す。 

図表 4 事業スキーム 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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１－３． 実施計画 

 

１） 介護人材の国内研修 

（１）介護人材の募集と派遣 

現地参加団体である上海由由湖山養老投資管理有限公司が、介護スタッフ雇用を担当し、

介護職員の要となるユニットリーダー候補を募集する。そのために、看護やリハビリテー

ション分野等の業歴者を対象に現地で選抜して基礎教育を実施する。派遣する人数は、大

型介護施設の規模に応じたスタッフ数等から 10名程度と算定した。 

 

（２）日本国内の受入と研修 

ユニットリーダー候補を日本国内の介護施設に研修生として 2週間程度派遣し、座学研

修と現場実習を体験させる。 

国内受入環境整備と研修計画策定 ①

日本国内の受入環境（介護施設の協力、住居や生活設備の提供、安全対策等）を整備し、

専門家の監修による研修カリキュラムを作成する。 

介護施設での研修と現場体験 ②

介護施設現場での研修を実施する。理解度を高めるために、中国語でのプレゼンテーシ

ョン教材を作成し通訳による説明を行う。リアクションシート（振返りシート）やヒアリ

ング調査によって達成目標を確認し、研修成果を検証する。 

研修生送出・受入システムの課題抽出と分析 ③

中国からの研修生の送出と日本での受入に関わる課題を抽出する。生活環境や研修体験

を踏まえて日本の介護文化・制度等の相違を認識し、効果的な技能実習生受入システムの

スキームを実証する。 

 

２） 現地ショールーム開設・運営 

高級ホテル内のテナントスペース、若しくは日系百貨店内の介護用品販売店内にショー

ルームを設置し、日本製の介護機器（介護用ベッド、機械入浴、ユニットバス等）を展示

し、映像による用途説明や機能紹介を通して広く日本製品の普及、理解促進に努める。 

現地の福祉用品のショールームや国際福祉機器展の最新状況を踏まえて、ショールーム

の開設要件を整理し、参加・協力団体の八楽夢床業（中国）及びパラマウンドベッド、オ

ージー技研、積水ホームテクノ等が運営の課題と分析内容を報告する。 

福祉用品・介護機器の仕様・機能・特長の説明や宣伝広報 ①

介護機器の用途や性能をわかりやすく伝える工夫をこらす。また、各社がこれまで培っ

てきた営業ネットワークを宣伝広報に活用し、集客増加を狙う。 

ショールーム運営と商談への展開を支援 ②

ショールームの内装や照明・調光・レイアウト、外部（施設入口）からの動線設計を工
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夫し、製品のデモンストレーションや商談につながる快適な室内環境を実現する。 

機器・用品導入促進とコストパフォーマンス評価（国内仕様の現地カスタマイズ） ③

ショールームでの顧客反応を分析し、日本製品のブランド価値を高め、訴求力の高いマ

ーケティングのあり方を検討する。国内市場を遥かに凌ぐ中国・アジア圏での介護機器市

場向けのカスタマイズの必要性についても実証する。 

ショールーム運営の課題と分析 ④

ショールーム運営を通じて得た B to C（個人取引）、或いは B to B（法人取引）の課題を

分析し、将来的な介護ビジネスのアウトバウンド展開に資するノウハウに結びつける。ま

た、大型介護施設開業に向けて、介護シーンを体験できるモデルルームへの発展について

も検討する。 

 

３） 「介護文化」シンポジウムの開催 

現地ショールームでのデモンストレーションや介護機器の製品案内をさらに印象づける

ために、介護事業に興味のある行政当局や医療法人、高齢者サービス産業顧客を対象にシ

ンポジウムを開催する。このシンポジウムは、「中国の介護市場」「日本の介護制度の歩み」

等のマクロな視点と、「介護施設の設計」「介護と安眠」」「介護と入浴」等の生活者のミク

ロな視点から、先行する日本の介護制度の背景や方向性、介護機器の高い機能と付加価値

をアピールする場とする。ポスターやチラシ、Webサイトや SNS等の広報ツールでシンポ

ジウム開催を告知し、シンポジウムへの集客・誘客を図る。 

 

４） 日本の介護モデルのアウトバウンド戦略の策定 

介護人材の国内研修事業やショールーム・シンポジウム開催事業を通じて、日本の介護

ビジネスにおけるアウトバウンド展開の課題を整理する。また、日中間の文化や価値観の

相違を踏まえた介護サービスのカスタマイズ、介護機器の市場開拓戦略、さらにこうした

介護モデルのパッケージ化について検討する。 

教育・研修コンテンツの作成 ①

日本が蓄積した介護技術の知見を基に、中国からの介護人材の教育研修環境とコンテン

ツ整備について取りまとめる。合理的で汎用的なサービスのあり方や ICTを活用した教

育・研修コンテンツの共有や活用について検討する。 

機器のマーケティング促進 ②介護

本事業で得た知見を基に、「安全安心、高品質、高機能」と利用者に寄添う適応性を標

榜する日本の介護機器のマーケティング戦略について取りまとめる。 

日本の介護モデルのパッケージ化 ③

本事業成果を踏まえて、日本の介護システムのハードとソフトをパッケージ化し、中国

で通用するビジネスモデル確立に向けての戦略を提案する。 
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１－４． 実施スケジュール 

 

本事業の実施スケジュールを次に示す。 

図表 5 実施スケジュール 

実施項目 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 

1）介護人材の国内

研修 

介護スタッフ募集/選抜、送出 

 

国内環

境整備 

カリキュ

ラム作成 

視察団受入/研修/

現場視察  

課題と効果

分析 

2）現地ショールー

ム開設・運営 

ショールーム候補地の選定、

契約 

介護機器の輸入申

請、設営環境整備 

介護機器ショールー

ム開設 

商談促進、

分析 

3）「介護文化」シン

ポジウム開催 
テーマの選定、告知と集客 

シンポジウム会場の

選定、契約、準備 

シンポジ

ウム開催 

介護文化の理解促進、

市場開拓の支援効果  

4）介護モデルのア

ウトバウンド戦略 

 
  

介護サービス（教育/

研修）のカスタマイズ 

介護機器の導入販

売の課題分析 

介護モデルのアウトバ

ウンド戦略の策定 

5）報告会、成果 

まとめ 

 
      

中間 

報告   

事業 

報告 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成  
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第２章 現地介護市場の現状と課題 

 

２－１． 高齢者の現状 

 

上海市は、総人口 1,443万人、定住者 2,415万人に対して、60才以上 436万人（30%）、

65 才以上 283万人（20%）と高齢化傾向にあり、東京都の総人口 1,297万人、60才以上 368

万人（28%）、65才以上 298万人（23%）に拮抗する高齢化状況である。 

経済発展が著しい上海市は、一定以上の所得を有する富裕層の台頭と核家族化の進展も

顕著であり、わが国と同様に早急な高齢化対応と介護サービスの充実が望まれている。

2012年に上海市が発表した調査結果では、上海市には約 600か所の養老施設があり、ベッ

ド数は約 10万床であり、約 7万人の高齢者が養老院を利用し、他に約 27万人が訪問介護、

配食サービスを利用していた。この時点での上海市の高齢者数は約 370万人であり、施設

が不足していることが明らかになった。 

なお、中国では、2005年より日本のホームヘルパーに相当する資格として「養老護理員」

が設けられた。その所轄部署は、人力資源・社会保障部である。介護制度やサービスがよ

うやく認知されだした中国では、介護職員は絶対的な不足状態である。例えば、2016年の

「上海養老服務発展報告（白書）」によると上海市の養老護理員は約 2.3万人と人員不足が

深刻な状況である。  

「養老護理員」養成のために、民政局、人力資源社会保障局の管轄にある教育機関や民

間機関で教育コースを設置しているが、介護職の志望者は少なく、その専門性の向上を目

指すための研修プログラムの整備及び資格制度の整備を行うことが課題とされている。 

こうした背景の下で、上海市は 2017年 1月 1 日から 2018年 12月 31日までの期間で「上

海市長期護理保険制度」を試験的に実施している。財源は社会保険料で徴収する仕組みで

あるが、試験期間は徴収しないことになっている。利用対象者は同市戸籍 60才以上の社会

保険適用者で、上海市医保中心から認定を受けた「長期護理保険定点（認定）評估機構」

でケアレベル認定を受けた適用事業者からケアサービスを受けられる。 

 

２－２． 介護関連ビジネスの現状と課題 

 

中国における介護関連ビジネス、特に介護サービス事業への外資参入に関する法規制と

しては、2013年 7月から「養老機構設立許可弁法」が施行され、医療機構に先立ち外資独

資での養老機構の設立が可能になった。中外合資または中外合作での養老機構設立は、以

前から「外商投資産業指導目録」において奨励類として認められている。なお、医療機器

や介護機器の販売に関しては、輸入時に幾つかの規制がある。 

日系企業は近年、高齢化による拡大が目される中国の介護関連ビジネスへの進出を目指

し、介護人材研修を中国で行っている。研修の特徴としては、日系企業が行う介護サービ
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スの成熟した高い質や豊富な人材研修実績が強みである。一方で、研修内容が煩瑣であり、

かつ中国人の文化や生活への適応が欠けるといった欠点も指摘されている。 

中国の介護事業を３区分する家族介護、養老院による施設介護、地域の「コミュニティ

＝社区」が担う在宅介護の中で、特徴としては社区が担う役割が大きいことである。社区

のサービスセンターは、子供が家を出て老人夫婦だけになった「空巣家庭」を中心とした

高齢者の家庭を対象に訪問介護を提供しており、特に都市部では介護問題の解決に一定の

役割を果たしている。また、富裕層が望むサービスを提供する民営施設も社区を単位とし

て入居時自立型の有料老人ホームとして建築、販売される形式があり、その場合には各種

のサービス施設も社区単位で設置、運営されるため、中国の介護関連ビジネスにおける社

区の存在は無視できない。 

出所）日中経協ジャーナル 2015年 7 月号「中国高齢化対応の最新動向」、現代社会文化研究 No.61

「中国における高齢化の現状高齢者対策」、立命館国際研究 23-1 畢 麗傑「中国都市部における

高齢者介護の社会化」、2013 年国際医療福祉大学大学院 徐 輝「中国上海市における高齢者介

護意識に関する研究」 

 

また、日本国内の介護関連業者や介護機器メーカー及び有識者から、介護ビジネスの海

外展開においての課題と取組むべき方向性について、次のような点が指摘されている。 

 海外展開に対する動機が興味・関心レベルの事業者も存在し、中長期的な経営計画

に根ざした検討が十分になされていない。海外展開ビジネスそのものに必要な知識

やノウハウ・経験が乏しく、商機をつかめていない。 

 介護ビジネスは進出国のライフスタイルに大きく依存しているため、事業を軌道に

乗せるまでに一定程度の時間がかかる。介護保険制度が未整備である外国では、日

本で一般的な介護保険制度内でのサービス提供を前提とした意識からの脱却が必要

である。 

 アジア諸国では高齢者介護という概念が一般的でなく、専門的な知識を有した介護

に特化した人材の育成という面が課題である。 

 日本の介護の特徴である「自立支援」や「尊厳を守るケア」という概念が十分に浸

透していない。 

 マーケットシェアを獲得するためには、海外における介護機器の認可基準への対応

やアジアにおける共通規格の作成、介護に関連する制度の支援が有効であるが、そ

のような支援は十分に進んでいない。 

 介護機器の認可基準に対応し、アジア諸国での共通規格の作成、介護制度の整備支

援を行っていくことで、日本の介護事業者等は、進出しやすい制度をアジア諸国で

整えることができる。しかし、そのような規格や制度の整備支援に入り込んでいる

事業者は多くなく、今後進出国との関係性を築きながら支援を行っていくことが求

められている。 
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 外国人技能実習制度への介護職種の追加が認められるため、今後介護ビジネスの分

野での人材還流が進むことを考えると、進出国における職業能力開発制度等の人材

育成分野での制度整備支援の可能性が拡大する。 

 国内の介護事業者同士のネットワークを形成できておらず、海外の介護に関係する

現地制度や通達等、情報を十分に入手できていない。 

出所）2017年 3 月「介護サービス等の国際展開に関する調査研究事業報告書」、みずほ情報総研 

 

さらに、中国国内で現在採用されている介護従事者は専門的な介護知識と技能を持って

いる人は少なく、サービスの内容は掃除、洗濯、食事といった身の回りの支援に限られて

いる。専門技術・専門人材不足の深刻化について、以下のような教育環境や給料、社会認

識等の問題点が指摘されている。 

介護従事者個人の教育水準 ①

介護従事者のほとんどが地方からの出稼ぎで、高等教育を受けた人の比率が極めて低い。

例えば、上海市の介護従事者の学歴を分析すると、小学校卒業の割合は 6割近くとなって

いる（上海市民政局関係者）。「学歴が低いため、介護知識の吸収が遅いうえ、養成して

も 1、2年で辞めるケースも多い。担当の入れ替わりが激しく、利用者と共通した話題がな

い等、信頼関係が築きにくい」とサービス業者の管理職は指摘している。 

人材の確保 ②

全国で平均賃金が比較的に高い北京市では、高齢者在宅サービス従業員の給料は同市平

均レベル以下となっている。2010年の北京市の年間平均賃金は5万415元（邦貨約92万円）

であるの対し、高齢者在宅サービス従事者の年間平均賃金は 2万 5,207～3万 5,290元（43

〜60万円）、月平均賃金が 2,100～2,940元（3.6〜5.0万円）である。長時間勤務、低賃金、

労働環境、それに社会的に評価が低いこともあり、離職率は高く、経験の蓄積や質の高い

人材を確保することは難しくなっている。 

出所）2013年 3 月「中国高齢者産業調査報告書」日本貿易振興機構 
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第３章 事業実施内容 

 

３－１． 介護人材の国内研修 

 

現地の介護人材不足に対応し、日本の介護を中国において広めていくという観点に基づ

いて、大型介護施設「櫻花家園養老院」の介護職員の要となるユニットリーダー候補を選

定・採用し、12月～1 月の 2か月間にわたって日本において研修を行った。ここでいう介

護人材、ユニットリーダー候補とは、日本の介護について、その背景を含め深く理解し日

本の介護が実践できる者を指し、現地「櫻花家園養老院」では日本の介護の教育・指導の

責任を担う立場を想定している。さらに、高齢者医療・看護についても識見を持つことも

必要と考え、現地での採用にあたっては看護資格を有し、かつ病院等ですでに勤務経験の

ある者を優先的に採用することを計画した。 

 

１） 介護人材の募集と採用 

大型介護施設「櫻花家園養老院」の介護職員の要となるユニットリーダー候補を募集し

た。看護、介護（養老）、リハビリテーション、栄養士、事務管理等の現地業歴者を対象

に下記要綱で募集し、採用者に介護実務者と日本語に堪能な現地スタッフが現地にて日本

の介護制度の概要や介護と日本文化との関わり、日本語での日常会話等について基礎教育

を実施した。 

 

人材募集と応募状況 ①

人材募集はWeb サイトで公募した。Web サイトの募集ページは下記のとおりである（図

表 6）。なお、中国においてWebサイトでの人材募集は、若年者の募集では一般的である。

採用試験日時は、1期募集 9月 12日、2期募集 10 月 13日で、１期 70人、2期 80人の応募

者があった。中国では日本の介護に対する関心が高まっていることや、今後中国でも日本

と同様に高齢化が進展していくことが明らかであり、介護サービスの拡充に関心が高まっ

ていること等の理由から、予想を超える多数の応募であった。 

図表 6 Webの求人サイト 

  

 

 

 

 

 

  出所）http://www.51job.com/     https://www.liepin.com/ 

http://www.51job.com/
http://www.51job.com/
https://www.liepin.com/
https://www.liepin.com/
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採用過程と結果 ②

面接担当者は湖山医療福祉グループから 3名派遣し、上海由由湖山から現地 2名が対応

した。採用にあたって性格診断テスト「Neris Type Explorer」を実施した。筆記試験の後

で 15分の面接で、A.自己紹介、B.現在の生活状況、C.介護業務経験、D.入社後のキャリア

イメージ、E.志望理由他等を聞き取った。その後、15分の実技（ベッドメイク、ベッドか

らの車椅子移乗動作等）試験を実施した。特に Bの生活状況については、戸籍管理制度（戸

口登記条例）において農村から都市への人口流入を管理していること、また都市部の居住

費が所得に比して高額であることを考慮し簡単にではあるが面接時に聞き取りを行った。

この結果、これまでの実務経験のほか面接、実技試験において応募者間で相対的に優秀で

あり、日本での研修受講への参加に前向きであった 1期 3人、2期 3人の計 6人を採用した。 

 

図表 7 採用の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）上海由由湖山、社会保険出版作成 

 

 

最終面接に合格し、日本での研修に参加した 6 名のプロフィールは以下のとおりである。

6名中 5名が中国の看護資格をもち、残りの 1名については介護職員として日本の介護施設

で数か月の研修経験のある者であった。 
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図表 8 採用メンバーと職歴 

リーダー 女性・27 歳 看護師 看護経験 5年・英語、韓国語能力あり 

メンバー 女性・31 歳 看護師 看護経験 11年 

メンバー 女性・29 歳 看護師 看護経験 6年 

メンバー 女性・27 歳 看護師 看護経験 5年・日本語能力検定 N3保有 

メンバー 男性・24 歳 看護師 看護経験 0年・日本語能力多少あり 

メンバー 女性・27 歳 介護士 介護経験 5年・日本語能力多少あり 

※上記プロフィールは研修参加当初のものである。 

出所）上海由由湖山作成 

 

２） 国内での研修生受入、研修プログラム 

選抜した 6名のユニットリーダー候補に対して、現地において１か月間にわたり実務経

験者による基礎教育を実施した。教育内容については、6名の日本語能力に差異（N2から

N5を目指すレベル）があったため、まずは N5 レベルの教育を実施。その他日本の介護保

険法、日本の介護の沿革、日本の文化、諸規制などに至るまでの研修を実施した。国内の

研修計画の作成にあたっては、代表団体グループの研修責任者、中国人スタッフ、中国で

の勤務経験のあるスタッフが複数名参加して、検討を重ね、研修者の特性を勘案し、座学

のみの研修時間を少なくし実技研修を多く含んだ研修プログラムを作成した。その他接遇、

リスクマネジメント、チームケア、ケアプランといった日本の介護の考え方についても学

べる機会を設けることにした。研修場所については、交通、生活の利便性を考慮し、東京、

埼玉の 2つの介護施設を活用し、座学研修と現場実習を体験することとした。なお、採用

面接時の実技試験で課した移乗動作介助（ベッドから車いす等）にすべての応募者におい

て介助の基本スキルの遂行に多くの課題があることに懸念を抱き、当初の 2週間の研修期

間では十分な成果が挙げられないと判断し、受入期間を平成 29年 12月～翌年 1月の 2か

月間に延長した。 

さらに、日本国内の受入環境（教育、研修、生活や文化体験）を整備し、研修プログラ

ムを作成・実施した（図表 9）。 
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図表 9 研修プログラム  

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

図表 10 6人の研修生 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

  

目標① 目標② 12月1日（金） 12月2日（土）

12月3日（日） 12月4日（月）：講義 12月5日（火）：講義と演習 12月6日（水）：講義 12月7日（木）：講義 12月8日（金）：講義 12月9日（土）
統括本部 アートフェリス アートフェリス アートフェリス アートフェリス

□オリエンテーション □職業人としてのマナー □介護現場の種類 □介護現場の利用者及び家族の特徴 □リスクマネジメント・感染対策

□MEJレポートの書き方 一般的なマナー+高齢者に接する時の □介護現場の組織の特徴 　と家族の対応 □高齢者虐待防止

□人権の尊重 留意点を含む □介護現場の理念と事業目標 □階層別・専門職別に必要な知識と技術 □ストレスマネジメント

□職業倫理・湖山グループの理念 □コミュニケーション技術 □事業計画と事業目標の共有 □介護現場の他の専門職の役割と連携 □チームケアの理解 　

□個別性の尊重 □組織のルールの理解 □報告・連絡・相談 □コーティングとティーチング

□秘密保持

12月10日（日） 12月11日（月）：講義 12月12日（火）：講義 12月13日（水）：講義 12月14日（木）：講義 12月15日（金）：講義 12月16日（土）
アートフェリス アートフェリス アートフェリス アートフェリス アートフェリス

□人体のしくみと働き１（神経系） □加齢に伴う神経系機能の変化と □人体のしくみと働き2（骨・筋肉系） □人体のしくみと働き4（呼吸器系） □人体のしくみと働き4（消化器系）

　　認知機能、精神機能の変化 □加齢に伴う骨・筋肉関節系機能の変化 □加齢に伴う呼吸器系機能の変化 □加齢に伴う消化器系機能の変化

□高齢者に多い神経系の主な疾患　 □高齢者に多い骨・筋肉系疾患 □高齢者に呼吸器系疾患 □高齢者に消化器系疾患

□認知症の理解 □人体のしくみと働き3（循環器系） □人体のしくみと働き5（泌尿器系系） □人体のしくみと働き5（感覚器・内分泌・その他）

　 □加齢に伴う循環器系機能の変化 □加齢に伴う泌尿器系機能の変化 □加齢に伴う感覚器・内分泌・その他の機能の変化

□高齢者に多い循環器系疾患 □高齢者に多い泌尿器系疾患 □高齢者に多い感覚器・内分泌・その他の疾患

12月17日（日） 12月18日（月）：講義と演習 12月19日（火）：講義と演習 12月20日（水）：講義と演習 12月21日（木）：講義と演習 12月22日（金）：講義と演習 12月23日（土）
アートフェリス アートフェリス アートフェリス アートフェリス アートフェリス

□ケアプランの立案 □環境整備 □基本の介護技術の展開2 　≪移動の技術3≫ 　≪食事介助≫
　ICFの考え方 □ボディメカニクス 　≪整容≫ 　仰臥位→側臥位→端座位→立位 　摂食と座位姿勢、食事介助の方法

　情報の収集と整理 □ベッドメイキング 　　爪切り・髭剃り・結髪 　≪移動の技術4≫ 　口腔ケア

□記録 □福祉用具の使い方 　≪移動の技術2≫ 　杖歩行（平地、段差、階段 　≪衣類の着脱の技術≫

　杖、車椅子、スライディングボードなど 　平行移動・体位交換 ≪移動の技術5≫ 　仰臥位での着脱、側臥位での着脱

　車椅子への移乗（トランスファー） 　（前あき、丸襟）
12月24日（日） 12月25日（月）：講義と演習 12月26日（火）：講義と演習 12月27日（水）：講義と演習 12月28日（木）講義と演習 12月29日（金）講義 12月30日（土）

アートフェリス アートフェリス アートフェリス アートフェリス アートフェリス
　≪排泄の介助≫ 　≪清潔の介助≫ 　≪医療依存度の高い人の介護技術≫ □疾患別介護技術 □日本の介護サービスとキャリア形成

　　トイレでの介助、ポータブルトイレでの介助 　洗髪、清拭、（陰部洗浄） 　□医療除外行為の理解 　≪関節リウマチの介護技術≫ □中国の介護事業に必要なこと

　　おむつ交換（陰部洗浄） 　≪その他の技術≫ 　□膀胱留置カテーテル管理 　≪パーキンソン病の介護技術≫
　≪清潔の介助≫ □ポジショニングの方法と意義 　□摘便・浣腸 　≪認知症の介護技術≫ □まとめ

　入浴の介助、足浴、手浴の介助 □リフティングの方法 　□人工肛門設置者の管理 　≪重度要介護者の介護技術≫
　衣類の管理、浴室でのリスク 　□呼吸管理、循環器管理の方法

12月31日（日） 1月1日（月）： 1月2日（火） 1月3日（水） 1月4日（木）:講義と演習 1月5日（金）:講義と演習 1月6日（土）
アートフェリス アートフェリス

□リクレーション支援 □栄養管理

　リクレーションの意義、参加の促進、具体的方法 　栄養バランス・食形態別の食事を体験

□介護予防 □腰痛予防

　介護予防の意義と原則

□リハビリテーションの意義と方法

1月7日（日） 1月8日（月）：湖山グループスタッフ 1月9日（火）：湖山グループスタッフ 1月10日（水）：湖山グループスタッフ 1月11日（木）:湖山グループスタッフ 1月12日（金）:湖山グループスタッフ 1月13日（土）

いろいろなサービスを見てみよう 特養カメリアの施設見学 ・情報の共有方法を学ぶ（申し送り・ミーティング） ・情報の共有方法を学ぶ（申し送り・ミーティング） ・情報の共有方法を学ぶ（申し送り・ミーティング）

むさしの野森：グループホーム・小規模多機能 専門職の現場での役割を知る ・業務を見学（ユニット内の1日のケア内容を ・業務を体験する（オムツ交換、食事介助、入浴 ・業務を体験する（オムツ交換、食事介助、入浴

ケアカレッジ：特養・短期入所・デイサービス シフトごとの業務内容を学ぶ 見学する、記録の残し方、多職種との連携） 機械浴、口腔ケア、余暇活動など） 機械浴、口腔ケア、余暇活動など）

介護手順書の理解 ・委員会活動を体験

1月14日（日） 1月15日（月）：湖山グループスタッフ 1月16日（火）：湖山グループスタッフ 1月17日（水）：湖山グループスタッフ 1月18日（木）:湖山グループスタッフ 1月19日（金）:湖山グループスタッフ 1月20日（土）

・情報の共有方法を学ぶ（申し送り・ミーティング） ・情報の共有方法を学ぶ（申し送り・ミーティング） ・アセスメント ・入居者の生活上の課題抽出 ・ケアプランの発表

・業務を体験する（オムツ交換、食事介助、入浴 ・業務を体験する（オムツ交換、食事介助、入浴 ・情報整理 ・グループでケアプランを作成してみよう ・ケアプランの作成を通じて生活を支える

機械浴、口腔ケア、余暇活動など） 機械浴、口腔ケア、余暇活動など） ための支援の視点をもう一度振り返る

1月21日（日） 1月22日（月）：湖山グループスタッフ 1月23日（火）：湖山グループスタッフ 1月24日（水）：湖山グループスタッフ 1月25日（木）:湖山グループスタッフ 1月26日（金）:湖山グループスタッフ 1月27日（土）

・グループホームが提供するサービスを学ぶ

・認知症高齢者への関わり方

1月28日（日） 1月29日（月）： 1月30日（火）： 1月31日（水）：

実技の復習
移乗動作介助をしっかり習得！！ １２：３０～

休み
レクリエーション企画・準備 現場実習全体の振り返り

　＊入所実習時に、カンファレンスやモニタリングの機会があれば参加させていただく
　＊歯科医院との連携や音楽療法の場面に参加させていただく
　＊現場実習の終わり30分は研修報告書を記入する時間をいただく(アートフェリスにて記入）休み 帰国準備 帰国

カ
メ
リ
ア

休み

GHを体験

高齢者施設におけるリハビリ

高齢者施設におけるリハビリ

レクリエーションの実施

入所：日勤業務

休み

カ
メ
リ
ア

休み

入所：日勤業務 入所：日勤業務 ケアプランを作成してみよう ケアプランを作成してみよう ケアプランを作成してみよう

休み

カ
メ
リ
ア

休み

アートフェリス出勤後、外出 講義・現場見学 入所：日勤業務 入所：日勤業務

休み

通訳

休み 休み

通訳

休み 休み

通訳

休み 祝日・休み 祝日・休み 祝日・休み

休み 休み

通訳

目的 リーダーとして必要な知識・技術を習得し、介護業務の円滑な遂行力を養う 介護計画の流れを理解し、簡単な計画であれば課
題抽出から計画まで立案できるようになること。

ベッド⇔車いす、トイレ⇔車いすの移乗動作介助が
安全・確実に実施可能となること。 来日 日用品買い物

休み 休み

通訳
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（１）研修先施設と宿泊先の設定 

研修先施設については、交通の利便性や研修内容の実施のしやすさ（講義用の会議室の

確保や機材の設置等を含めて）、スタッフの配置状況（通訳を行う職員の配属等を含めて）、

施設の特色等を勘案して、以下のとおり設定した（図表 11）。 

 第 1～5週の座学研修・・・特別養護老人ホームアートフェリス（埼玉県草加市） 

 第 6～8週の現場実習・・・特別養護老人ホームカメリア（東京都江東区） 

 

図表 11 研修施設 

  

特別養護老人ホーム アートフェリス 

 所在地：埼玉県草加市松原 

 最寄駅：東武スカイツリーライン・獨協

大学前（草加松原）駅 

 入所定員：147名 

 併設サービス 

 居宅介護支援事業所 

 ショートステイ 

 デイサービスセンター 

特別養護老人ホーム カメリア 

 所在地：東京都江東区亀戸 

 最寄駅：東武スカイツリーライン・押上駅 

 入所定員：10ユニット 100名 

 併設サービス 

 居宅介護支援事業所 

 ショートステイ 

 デイサービスセンター 

 グループホーム 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

また、研修生の宿泊先については、第 1～5週の研修施設（アートフェリス）の近隣にマ

ンションを 4部屋借り上げた。最寄駅は、東武スカイツリーライン線・獨協大学前（草加

松原）駅である。この立地条件により、第 6～8週の現場実習においては、日本における通

勤も体験できることとなった。 

 

（２）研修全体の目標設定と研修計画の策定 

研修全体の主目的としては、「マネージャーとして必要な知識・技術を習得し、介護業務

の円滑な遂行力を養うこと」とし、研修終了時点における具体的な目標として、以下を設

定した。 
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目標 1：介護計画の流れを理解し、簡単な計画であれば課題抽出から計画まで立案で

きるようになること 

目標 2：ベッド⇔車いす、トイレ⇔車いすの移乗動作介助が安全・確実に実施可能と

なること 

第 1～5週の座学研修については、経験の豊富な外部の研修機関に委託して実施すること

とし、日本のみならず中国においても豊富な研修実績を有する介護人材育成研究所 M&Lに

依頼した。なお、各週のテーマ設定と詳細は以下のとおりである（図表 12）。 

 第 1週：仕事の進め方・考え方 

 第 2週：高齢者の特徴と機能の理解 

 第 3週：介護技術（整容・移動・食事・衣類着脱等） 

 第 4週：介護技術（排せつ・清潔・疾患別介護等） 

 第 5週：介護技術・日本のサービスの特徴 

図表 12 研修プログラム前半 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

第 6～8週の現場実習については、研修先である特別養護老人ホーム・カメリアのスタッ

フを中心として、湖山医療福祉グループ内の関連法人からも適切な人材を集めたプロジェ

クトチームを結成して進めることとした。各週のテーマ設定と詳細は以下のとおり（図表

13）。 

 第 6週：現場見学・日勤業務の体験 

 第 7週：日勤業務の体験・ケアプランの作成  

 第 8週：グループホームでのリハビリ体験、レクリエーションの計画と実施等・実

技の復習と全体の振返り 
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図表 13 研修プログラム後半 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

また、上記研修の合間（正月三が日の休日や土日休日等）を利用して、日本の文化や日

本人の考え方等も体感できるように工夫するとともに、湖山医療福祉グループ内の各種施

設を訪問して、日本における幅広い介護サービスを見聞できるようにした。 

 

（３）第 1～5週（座学）の研修状況 

第 1～5週の研修では、各週のテーマに沿って、具体的な課題を講師と研修生が対話しな

がら、基本的な考え方や学問的な背景を始め、実際の応用まで含めて研修した。 

以下では、代表的な課題として、「チームケア」「認知症高齢者の特性とケアのポイント」

の事例を取り上げ、研修の詳細な状況を示す（図表 14、図表 15）。 
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図表 14 事例 1：「チームケア」を学ぶ 

具体的なケースを考えていくことで、チームケアのあり方を

学びます。 

 

＜講師から問いかけ＞ 

 80歳の男性で糖尿病の人を考えます。この人は

羊羹（甘いもの）が大好きです。 

 さて、皆さんならどう対応しますか？ 
 

 

＜一同集まって検討＞ 

 糖尿病に甘いものは禁物です。 

 羊羹（甘いもの）を食べることは止めさ

せなければいけません。 

 

＜講師からコメント＞ 

 医療の観点からは、皆さんの言うとおりです。 

 でも、この人はあと何年生きるでしょうか？ 

 残りの人生が少ない中で、本人の大好きなことを

止めさせてよいでしょうか？ 

・・・ 

 このように、医療と介護、治療と生活で結論が反

対となるケースは、高齢者の施設ではよくあることで

す。 

 皆さんには、治療より生活を重視する視点を持って

いただきたいです。 

 「病気（の治療）」ではなく「高齢者本人（の現

在の気持ち）」と向き合うようになると、看護職と

介護職が一緒に仕事ができるようになります。 

・・・ 

 皆さんの意見は一つになりましたか？ 

 高齢者の施設においてはチームが一つの結論を出

して、みんなの気持ちを一緒にして進むことが重要

です。それがチームケアの大前提です。 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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図表 15 事例 2：「認知症高齢者の特性とケアのポイント」を学ぶ 

 最初に、認知症の高齢者に、周りの状況がどのよ

うに見えているか体験してみます。 

 トイレットペーパーの芯を 2 つ用意して、サランラップ

等で包みます。それを双眼鏡のように持って覗き込

むと、それが認知症高齢者の見え方を疑似体験で

きます。 

 2 人 1組になって、施設の中を歩き回ってみます。

階段やエレベーターにも乗ってみます。 

 介護者役の人は常に高齢者役の人の体を支えて

誘導します。 

 曲がり角等は、ぶつかりそうで危ないですね。 

＜研修生の感想＞ 

 まっすぐ前しか見えません。 

 置いてあるものの配置がよく分かりません。 

 周囲の声が聞こえにくくなります。 

 立体感や方向感が乏しくなります。 

 転びやすいです。 

 歩くと不安で、怖かったです。 

 どうしてよいか分からなくなります。 

 落ち着かなくなります。 

 

 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

図表 16 講師の講評 

＜講師よりコメント＞ 

 皆さんが感じたことは、全て認知症高齢者の状況

に当てはまります。 

 粗暴な言動のある認知症高齢者の感情をたどって

いくと、不安や落ち着かない気持ちが根本的な原

因であることがよくあります。 

 従って、高齢者に対する接し方は、皆さんの感想

の裏返しをしていくことになります。 

 その際には、なるべく手のひらを使って背中や肩等

利用者の体を優しく触れると、安心感を与えること

ができます。 

 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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（４）第 6～8週（現場実習）の研修状況 

第 6～8週においては、実際の日勤業務を体験するとともに、ケアプランの作成やレクリ

エーションの実施等を体験した。具体的な状況は以下のとおりである。 

 

図表 17 事例 1：日勤業務の状況 

 食事を作って盛り付けもします。 

  

 入浴介助の準備を行います。 

 どのように入浴するのか、実習生がモデ

ルとなって練習してみます。 

  

 風船ボールでゲームもします。 

 入所者の皆さんも楽しそうです。 

--- 

 入所者「どこから来たの？」 

  研修生「中国から来ました。」 

 

 入所者「いつまでいるの？」 

  研修生「１月の終わりまでいます。」 

 

 入所者「頑張ってね。」 

 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

座学で使用した教材コンテンツは、すべてデジタル化され、可能な限り日本語と中国語

で併記されたデータである。授業風景の要所は、動画を含めて映像コンテンツ化されてお

り、ICT環境下での情報蓄積、共有、展開、更新が容易であり、e-ラーニングシステムやモ

バイル端末へのアップ・ダウンロード等の汎用性を有する。 
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３） 研修効果と課題等 

研修の達成目標の確認、成果を検証した。また、中国からの送出と日本での受入に係る

課題を検討した。中国人の生活環境や看護経験・介護意識を踏まえて日本の介護・制度等

の相違を認識し、効果的な技能実習生の人材受入システムのスキームを実証した。 

 

研修の第 7週目にはケアプランの作成と発表会を行い、研修先施設の幹部スタッフが検

証・評価を実施するとともに、研修最後の日にはベッド上に仰臥位で臥床している半身麻

痺の入所者を想定して、ベッドから車いすへの移乗動作介助実技試験を実施した。その結

果、当初設定した前述の目標 1と 2が達成されていることが確認された。 

また、研修最後日には、「研修全体の振返りシート」を用いて、2か月の研修を振り返る

反省会を実施した。振返りシートの記入結果（各項目における重視度・満足度の評価）の

概要は以下のとおりである（図表 18、図表 19）。 

図表 18 研修全体の振返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク、社会保険出版社作成 

 

皆さんへの質問事項 

 

 重視度 

（それぞれ 1つに〇） 

満足度 

（それぞれ 1つに〇） 

介護の仕事の進め方・考え方（第 1週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

高齢者の特徴と機能の理解（第 2週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

介護技術（第 3～5週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

日本のサービスの特徴（第 5週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

現場や施設の見学（第 6週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

日勤業務の体験（第 6～7週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

ケアプランの作成（第 7週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

リハビリテーションの体験（第 8週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

レクリエーションの計画と実施（第 8週） 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 

           

上記全体を通じた総合的な満足度 － － － － － 1 2 3 4 5 

 

特に満足だった点  

心残り・不満を感じた点  

その他自由意見 

（気づいたことを何でも

どうぞ） 

 

 

－有難うございました－ 

氏名 
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図表 19 研修全体の振返り結果（各項目の重視度・満足度） 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク、社会保険出版社作成 

 

各項目とも、重視度・満足度が非常に高く、研修全体に対する満足度も高かった。研修

後半の項目ほど若干満足度が下がる傾向にあるが、研修の内容そのものというよりは、2か

月と長期にわたる研修の疲労が高まったことの影響もあるのではないかと推測される（実

習生からの口頭での意見聴取による）。 

研修生からの口頭での意見聴取によると、特に満足度の高かった点は、 

 全体の構成・アレンジが適切であったこと 

 各講師が真摯かつ誠実に対応したこと 

 生活の場（今回は借上げマンション）における生活用具の準備 

等であった。 

 一方、心残り・不満を感じた点は、 

 休憩時間の確保及び区切られた休憩スペースの確保が十分でなかったこと 

 研修（特に後半の現場実習）が短かったこと 

 帰国後、研修者が行うことになる業務とのリンクがやや不明確だったこと 

等であった。 

 研修参加者は研修への満足度が高く、日本の介護の中国展開の理念に賛同しており、6人

全員が、今後も湖山医療福祉グループの職員として活動を継続していくこととなった。ま

た、中国に帰国後、来日研修を総括したアンケートを収集したところ以下のような意見が

寄せられた（図表 20）。 
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図表 20 被研修者の来日研修の評価・感想 

項目 研修生意見 

研修環境全般の 

諸ルール 

 ルールは多かった。しかし、合理的で納得できた。 

 詳しい説明を聞いた後はルールについて十分理解できた。 

 「何をすべきだ」を教えると同時に「何をしてはいけない」を教

えたほうがよい。もっと早くルールが理解できる。 

研修時の 

時間管理 

 日本人は時間を守ることを重視している。これは良い点だと思う。 

 時間を守ることは大切である。厳しいとは感じない。ただし休憩

時間はもう少し長いほうがよかった。 

 仕事場所で休憩するのは失礼で不便なので専用の休憩スペースが

ほしかった。 

研修時の日本語 

コミュニケーショ

ン 

 （若干日本語能力のある研修者）専門用語が多く困った。もっと

簡単な単語を使ってほしい。 

 （私は）日本語がほとんどわからないが、通訳がいたので特に困

ったことはなかった。 

 介護施設で利用者との交流ができず、自分の思い、考え方が伝え

られなかったのが残念であった。 

 日本語がほとんどできないので不安になったことがある。研修時

の実技評価テストで感じた。 

研修時の 

評価、フィードバ

ック 

 講師や他のスタッフがよく「質問ありませんか」「もう理解しまし

たか」と繰り返した確認してくれたので、コミュニケーションに

不安を感じなかった。 

 具体的にできていないところについてはもっと指摘してほしかっ

た。 

 研修時の「相手の立場にたった評価」という評価方法については

学びになった。こういう評価方法を勉強したい。これからの仕事

につながる。 

研修期間全体の 

衛生管理・ 

感染症対策 

 介護施設で感染症対策は必要であり、抵抗を感じることはなかっ

た。 

 中国では感染症への対策が不十分である。日本の介護施設は感染

症対策がしっかりしていた。 

 感染症対策は多かったが抵抗はない。できれば中国でもこれを継

続して実施してほしい。 

研修期間全体の 

メンタルケア 

 不安はなかったが、ストレスに感じることはあった。 

 不安やストレスを感じたが、それを日本語学習に転換、昇華させ
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るようにした。 

研修期間中の食事 

～日本食～ 

 日本料理は健康には良いが、味が薄すぎる。最初は大丈夫であっ

たが、時間が経過して飽きてきた。 

 日本料理が好きなので飽きることはなかった。 

 今回の 6名はみな（中国）南方の出身なのでお米を食べる習慣が

あるが、（中国）北方の人が来日すると３食お米の生活には慣れな

い可能性があると感じた。１か月に１回ぐらいは火鍋を食べたい。 

日常生活における 

ゴミの分別 

 部屋に予め中国語の説明があったので理解できた。少し面倒だっ

たが分別はできた。 

 ゴミの分別はすこし面倒だが、理解できた。 

日常生活における 

買い物 

 中国はスマートフォンを使った支払いがほとんどであるが、日本

では全部現金で支払った。 

 住まいの近くにスーパーがあり、鉄道の駅も近かったので便利で

あった。 

研修期間中の 

生活環境 

 日本へ行く前に電車の乗り方やマナー等を教えたほうがよい。 

 グーグルマップがあるので安心して外出できた。 

研修期間中の 

家族とのコミュニ

ケーション 

 母国とのコミュニケーションには不安はあまり感じなかったが、

中国の調味料・香辛料や鍋があるともっと不安感は解消されたと

思う。 

 毎日両親とビデオチャットしていたので人恋しさを感じることは

なかった。 

 外国での生活に家族は心配していたが、ビデオチャットをしたり、

一人で外出しないようにするなどで家族は安心していた。 

その他 

 介護施設での実習期間は短すぎた。さらに１～２週間は延長して

ほしい。 

 介護施設での実習については交替勤務も経験したかった。 

 すごく安心して、満足している。 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

 研修を提供した側の湖山医療福祉グループのスタッフ・外部講師にも、研修の振返りに

ついてヒアリングを実施し、感想や課題、評価点として以下のような事項が挙げられた（図

表 21）。 

 

 



 

25 

 

図表 21 研修者側の研修実施後の評価 

研修の雰囲気 

づくり 

 来日時に、まずは緊張がほぐれるようにリラックスした環境で

学べるように配慮した。 

 受講生へ質問をし、受講生同士が考え方、体験を全員の前で発

表することで、習熟度を図りながら相互理解を図ることを意識

した。 

研修の進め方 

 技術面より羞恥心への配慮やプライバシー保護といった原理原

則を伝えるようにした。 

 視覚的効果のある図と表及び画像をできるだけ使って、理解が

深まるような資料づくりを心がけた。また、実技のポイントは

演習を通して理解できるように組立てた。 

 中国に戻り、リーダーとして活動することから ICF（国際生活

機能分類）と関連づけをし「できないこと」ではなく「できる

こと」に着目できるようにするために、講師がファシリテータ

ーとなり研修者間での議論を行うようにした。 

 自立支援や尊厳などに対する考え方は、受講生個々が理解して

おり、肯定的であったと感じた。持っている視点を、今後も貫

かれる姿勢を持ち続けて頂くことを期待する。 

 マナーや接遇といった内容には興味が少ないかと思っていた

が、日本式の接遇を学ぶ意欲があり、挨拶の仕方や表情を熱心

に練習する姿があった。中国の介護のイメージも変化してきて

いることを感じた。 

 介護は特別なものではなく、ひとりの人間が普通の生活を送れ

るように介護・生活支援していくという視点に立つことを強調

した。 

 講義の内容をどこまで理解できたかを把握するのに、最初は生

徒の反応がよくわからなくて把握が難しかった。通訳を交えて

コミュニケーションを深めた。 

研修時の通訳 

 日本語能力に差があるため、日本語が上達していない受講生に

も話せる機会を提供した。 

 通訳をお願いすることとなるので、講義内容や会話の区切り方

に苦慮した。 

生活習慣、職業習

慣の相違への対応 

 中国では、担当業務が固定されており、日本のように幅広い内

容を一人が行っているわけではないことがわかった。日本の介

護を中国で実現するためには「講義を行い、その後現場で体験」

がよいのか、またはその逆がよいのか今一度再考する必要を感
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じた。 

 自由裁量の考え方の相違を実感した。日本人間のコミュニケー

ションの場合、自由裁量とはいっても忖度が強く意識された上

での「裁量」であるが、中国人と日本人のコミュニケーション

の場合、真の自由裁量であり、日本人と中国人とのコミュニケ

ーションには慣れと工夫が必要であった。 

 日本の「介護」を中国の文化の中にうまく融合させてほしい。 

被研修者の 

意欲・態度 

 全体的に熱心で、学ぼう、吸収しようとする意欲に満ちていた。

日本の介護を学んで、自国で普及しようという気持ちが全面に

出ていた。一方で仲間というより家族のようなチームワークが

生まれつつあった段階で、それぞれの個性を理解し、受入れよ

うとする姿が見えた。 

 若い被研修者のひたむき、貪欲さは、きっと将来、中国で実を

結ぶと確信した。将来は有望な指導者（リーダー）となること

を期待する。 

今後の課題 

 「多職種連携」という考え方が根付いていないので、職種また

はその中の専門領域を超えたとき、どのように対応するのかを

想定した伝え方をするかに苦慮した。 

 日本では「自立支援」という考え方が主流であるが、中国では

「お金を払っているからサービスを提供されて当たり前」とい

う考えもあるので、計画を作成し、実践していくという方法が

どこまで通じるのかわからない。 

 休憩時間・休憩スペースの確保の問題などは、日本人スタッフ

にも共通する大きな課題であり、今後、グループ全体で検討・

対応していく必要がある。 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク、社会保険出版社作成 

 

2か月間の国内研修を終えて、ユニットリーダー候補は 1月末に無事帰国した。上海由由

湖山職員として勤務するユニットリーダー候補には、日本での研修内容をフォローアップ

するために最新の教材を適時提供し、スキルアップを計画している。また今回の国内研修

講師陣が中国に出張する際には、フォローアップすることも検討している。また、上海で

介護分野の技能実習生を採用する際、今回の研修生にはメンターとしての役割が期待され

ている。今回のユニットリーダー候補の採用・受入・送出と国内受入を通じて得た課題は、

今後の技能実習制度を活用した大規模な人材送出・受入にも共通する。海外介護人材教育

の要諦として、「スキル」「マインド」「コミュニケーション」の充足が指摘できる。  
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３－２． 現地ショールーム開設・運営 

  

１） ショールーム開設と運営 

中国では、医療機器の販売にあたっては、「医療機器監督管理条例」に基づき、使用時の

リスクの程度に応じて第１類（リスク低）から第 3類（リスク高）に分類され、食品薬品

監督管理部に製品ごとの届出、登録が必要になっている。また、国営企業や非営利団体が

運営する介護施設への販売に際して必要な入札の仕様でも、左記条例に基づく、医療機器

としての届出・登録が求められることが多い。よってショールーム運営においても、来場

者に対して個々の商材・製品について病院向け、介護施設向けかの説明が必要となり、今

回のショールーム開設にあたっては介護施設向け商材であることを明確にした。 

養老施設、介護施設向けに日本の介護機器の PRを想定したショールームの開設にあた

っては、代表団体が過去に視察した「中国国際福祉機器展示会（チャイナ・エイド）」や上

海高島屋の福祉用品ショールーム等を参考とした。 

「中国国際福祉機器展示会（チャイナ・エイド）」では、日本の同種同等規模の展示会と

比較すると CCRC（継続介護付きリタイアメント・コミュニティ）の PR展示が目立ってい

た。CCRCのブース出展は日本の福祉機器展示会では稀であり、CCRCに対する中国市場

の関心の高さが伺え、計画中の大型介護施設の営業活動のあり方を検討するうえで参考と

なった。また、ドイツ製品、アメリカ製の高額な商品ライン展示もあり、欧米メーカーの

中国市場に対してのまなざしの強さを感じると同時に、良質な製品は高額でも受入れられ

ることを示している。なお、中国では入浴・排泄・食事・日用品等の介護機器派生品等の

展示が少なく、まだ介護福祉市場が醸成途上である。また、入浴習慣のない中国では当然

ではあるが、入浴関連の機器、設備の展示はほぼない。 

また、上海高島屋ショールームでは、日本の介護ショップと同等水準の商品が陳列され

ていた。オムツ、杖、車椅子、電動ベッド等が販売され、ショールーム内の内容やレイア

ウト、商品紹介等が内装や展示の参考となった。 

このような状況を踏まえると、日本製の介護機器の中国への導入に向けては、介護用ベ

ッド、車いす、杖等の商品単体でのプロモーションでは価値を実感しづらいことも考えら

れるため、生活文化や介護文化を支える介護用品、介護食品から住宅設備に至るまでの日

本の多様な商品群をオールジャパンとしてのパッケージ製品として提案し、介護機器メー

カー連合が中国において展開する方策があり得ると考える。 

このような展示会視察を参考に、ショールーム設置要件を検討した。 

当初は、モデルルームを開設し、その一角にショールームを設ける案もあり、様々な可

能性・実現性を検討した結果、開設場所については、医療を含むビジネス・イベントが通

年で行われ、介護施設の潜在的候補であるミドル/ハイエンドの顧客層が出入りする高級ホ

テルが、シンポジウムと併せてショールームの集客が期待できると判断し、ショールーム

の開催場所を上海浦東喜来登由由酒店 1階に選定し契約した。 
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また、必要な内装工事を依頼して、室内の動線設計や機器レイアウトを決定した。ショ

ールームのレイアウトを次図に示す。①に商談スペースを設け、②のピクチャーレールに

は介護機器の紹介パネルを設置した。③のモニターで介護機器の用途説明の動画を放映し

た。入口から、パラマウントベッドの介護ベッド、オージー技研の機械浴槽、積水ホーム

テクノのユニットバス等を配置した。 

図表 22 ショールームのレイアウト 

 

出所）日本設計作成 

 

２） 福祉用品・介護機器のデモンストレーションの準備 

ショールームに展示する介護機器の輸入・輸送、据付工事を行った。また、デモンスト

レーションのための機器仕様・機能・特長の説明パネルの作成や集客に向けた宣伝広報を

行った。ショールームの開催期間中（2017年 12月～2018年 2月）は、各メーカー・関連

会社から商品説明ができるスタッフを派遣する体制を整えた。 
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図表 23 広報ポスター・チラシ  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

３） ショールーム運営と商談への展開支援 

B to B向けの介護機器導入促進のための営業活動や市場開拓をショールーム来場者に対

して実施するために、アンケートやインタビューにより機器の印象や評価を収集した。 

なお、現地関連会社の協力を得てショールーム対応を行ったが、ショールームへの来場

者は 1日あたり数組程度だった。来場者からは「この機械は何に使う物ですか」「価格はい

くらですか」といった基本的な問い合わせが多かった。外面ガラス壁に添付した「富士山」

「満開の桜」をイメージした大型ポスターは目立ったようだ。商談スペースの設置は有効

であった。なお、価格情報については事前の申し合わせ事項として「メーカーへ問合せ」

となった商品が多く、ショールームスタッフでは回答できない状況が生起した。ショール

ーム開設期間終了後にショールーム展示した各社から得られた評価は以下のとおりである。 

 

図表 24 ショールーム展示した各メーカーの評価 

項目 評価・回答 

ショールームのロケーシ

ョンと集客の関係 

 シンポジウムの日はその流れで集客があったが、その他の

期間は、宣伝、広報活動量・質とも不足し、自社だけの集

客は苦戦した。 

 中国のファイブスターホテルで富裕層向けといったター

ゲットコンセプトは明確でよかったが、施設従事者の集客

が困難であった。 

 上海市浦東新区というロケーションは最良と思う。シンポ

ジウム後は福祉関係者の見学者を得ることができた。ショ
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ールーム開設期間中は集客が少なく、想定ターゲットの来

場は少なかった。 

ショールームの広報・集

客の評価と今後に向けて 

 当社も積極的な PRが不足し、広告の効果が薄かった。 

 養老協会やネット広報関連のポータルサイトが加盟する

団体等の後援をいただく形をとりながら広報できればよ

かったと思う。 

 設置期間が短かった。広く周知される前に撤収を迎えたよ

うに思う。また準備も短かった。微信（Wechat）を活用

して何度も情報発信をすべきだったと思う。 

 一方、微信（Wechat）の利用がいいといっても、既存の

人脈関係に流すということで、多様な人脈ネットワークを

あらかじめもっておくことが重要であると感じた。 

 ワークショップのようなイベント開催がよい。現地介護事

業者等が日本の介護企業から具体的な情報を得る場を設

けることで集客につながり、ショールームで介護体験をし

ていただけたのではないかと思う。 

 集客には大きな課題を残した。ミニシンポジウム等のイ

ベントを複数回開催し、その後のショールーム見学につ

なげるなどの工夫が必要と感じた。 

 ショールームにおいても、ハードだけではなくソフトとハ

ード両面のコラボレーションが見せられるショールーム

になったらもっと面白かったのではないか。用具を使った

リハビリ体験ができるなどである。 

ショールームに設置した 

商材への評価 

 施設向けの商材ではあったが、ショールームに置く日本製

品ということで、少し価格感が高めのものを置いてしまっ

た。 

 既に当社商品をご存じの方に対しては、実物を体験いただ

けることで効果的だった印象がある。しかし、介護市場に

参入しはじめた方々には、介護機器以外の介護予防機器の

ほうが受入れやすい商材であったように感じている。 

 床回り商材と入浴関連ということで、組合わせとしては乖

離しすぎてしまった。 

 介護事業者、デベロッパーへの訴求ができなかったため、

十分な課題の抽出に至っていない。 

ショールームを通じた 

商談、あるいは成果 

 取引先の担当者を案内し、まだ介護機器に詳しくない方へ

は良いアピールの場となったが商談という形は少なかっ
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た。 

 ユニットバスについては、次回につながる問合せが３件あ

ったが条件等が合致せず、いずれも具体的な商談に至らな

かった。 

 既存顧客の集客となり、当社製品がファイブスターホテル

に展示されているといったブランディングとしてのいい

アピールにはなったものの、新規顧客を誘客することがで

きなかったことが反省点である。 

 機械浴槽について８名との商談を行うことができた。内容

はショールームへの特浴設置の希望、介護施設新築案件の

獲得、今後の施設展開の参考にするといった意見であっ

た。 

ショールームの 

開設期間の長短について 

2017年 12月～18年 2 月 

 年末から翌年春節ということで、業務的には忙しくない時

期でもあるが、人の確保等の課題があった。この時期に商

材を見て、購入を検討するなどが少ない時期であったかも

しれない。 

 もう１～２か月程度長い期間があったら良かったのでは

ないかと思う。 

 短いとは感じるも集客の目途が立たないと期間が長くて

も効果が上がらないので、まずは集客できる素地が必要で

ある。 

 適当であった。期間が長くなると、賃借費用、人件費も嵩

み、費用対効果を生み出すことが困難になるため、開設期

間中に何を行うかという事前準備をしっかりと計画し実

行できれば効果的に活用できたと思う。 

その他 

意見・感想 

 販路開拓にあたって上海の介護事業者、デベロッパー、代

理店などの構図をもっと理解する必要があるとコンソー

シアム参加の他社の豊富な営業体制から痛感した。 

 今回、介護事業者、設計会社、介護機器メーカーとのコン

ソーシアムに参加して、幅広い知見も聞けた。ショールー

ム、シンポジウムといったイベントもこなすことができた

ことは当社として、貴重な経験となった。 

 参加してよかった点としては、来場者に好印象を持ってい

ただいた。出展メーカーの方と情報交換が行えた。 

 海外展開を行う際には、オールジャパンのフルパッケージ

で輸出し、アジアでそれを根付かせることがアウトバウン
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ドとして日本経済に大きく影響を与えるのではないかと

思う。 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

ショールーム運営の課題等を以下にまとめた。 

図表 25 ショールーム運営上の課題 

項目 課題等 

日本の介護の理解浸透 

介護機器を見て「これはどんな機器ですか」という人が多く、説

明をして理解を得られた。「これは本当に必要なものなのか？」「こ

んな機能が必要なのか？」の裏返しの意にも受け止められる。日

本では市場から支持され、また必要性に応じて提供されている必

要な機能であることの訴求が必要だと思われた。 

入浴設備・機器の普及 

日本での販売では一から伝える必要もない入浴機器について、中

国では入浴の意義から浴槽の使い方に至る説明が必要であった。

浴槽に浸かる習慣がない中国では、入浴の快適性を伝えたり、入

浴を通じた清潔保持の必要性を認識してもらうことが重要であ

る。ただし生活習慣を変えるためのアプローチは、個社単位の営

業努力では限界がある。温泉、温浴施設の PR から入浴の娯楽性

だけでなく重要性を伝え、普及させるには医療と介護を連携させ

るような効果的なプロモーション戦略が必要である。 

展示する商材 

今回展示した商材については、代表団体グループにおいて納入実

績が多いメーカーで、各社商品に対して厚く信頼しているものば

かりであった。それは換言すれば介護機器のオールジャパン代表

までも位置付けていた。ただそれが来場者にとっては幅が広すぎ

て一見すればストーリー性の乏しい展示になった可能性はぬぐい

きれない。 

日本製ブランド価値 

各メーカーが参加した展示会の体験や4章で後述する JETROの調

査事例（例えば、「中国の消費者の日本製品等意識調査（2017年

12 月）」等）で把握していたが、介護機器に関しては、中国では

日本製というだけでのブランド価値は希薄であることがわかっ

た。各メーカーにおいては、日本で行っている良質な商品の開発

と供給体制、組織的な営業体制、（納品後の）アフターメンテナン

ス体制など総合力をもって、中国の使用環境に適した価格帯、機

能性、安全性を担保する必要がある。 

機器説明と使用方法 今回のショールームでは展示した商品の使用方法の解説動画を用
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意していたが、来場者に対して魅力を伝えるだけの訴求力に欠け

ていた。今後同等の展示を行う場合には、解説動画に加え、実演

デモンストレーションなどを実施し、利用シーンや用途に応じた

説明を行う工夫が必要であろう。 

集客の課題と対策 

中国のファイブスターホテルで富裕層向けといったターゲットコ

ンセプトは明確でよかったが、ショールームへの介護施設従事者

の集客が少なかった。明確な宣伝、広報活動の量・質ともに不足

した。上海での介護事業者・施設建設デベロッパー、代理店等の

構図を理解し、現地の養老協会等の後援を得て広報すべきである。

また、現地介護事業者が日本の介護企業から具体的な情報を得る

場としてワークショップのようなイベント開催を併設すれば、集

客及び介護体験の両方に効果的である。 

モデルルーム 

来場者から使い方の説明が求められたり、機器そのものの意味を

求められるなど、少なくとも上海においてはまだ介護が根付いて

いない。他方、上海市の高齢化率は日本の大都市と同等水準にあ

るなど、介護事業の成長はまったなしの状態である。ただし介護

事業の萌芽期にある中国において、介護機器などの標準仕様や介

護施設の設備の標準仕様がまちまちであることも容易に想起可能

である。高齢者介護分野においては先行する日本として標準的な

「介護施設の機器」「自宅介護における機器、設備」などについて

モデルルームとして具現化し、販売につなげていくことは価値あ

ることと思われる。 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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図表 26 ショールームの外観 湖山医療福祉グループと日本設計の中国事業紹介 

   

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成（以下本節 3）は同じ） 

 

図表 27 商談コーナーと内装レイアウト       
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図表 28 介護ベッド（パラマウントベッド） 

       

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 29 機械入浴（オージー技研） 

 

図表 30  ユニットバス（積水ホームテクノ） 
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３－３． 「介護文化」シンポジウム開催  

 

現地ショールームでのデモンストレーションや介護機器の製品案内をさらに印象づける

ために、ショールームの開催期間に合わせて、介護事業に興味のある行政当局や医療法人、

高齢者サービス産業顧客を対象にシンポジウムを開催した。 

  

１） テーマの選定、広報等 

基調講演を含む参加企業の講演テーマやプログラムを作成した。プレゼンテーション内

容の作成と中国語翻訳を行い、現地 SNSやコンソーシアムの各メーカーの営業ネットワー

クで告知と集客活動を行った。 

 

２） シンポジウム会場の選定、契約、開催準備 

 シンポジウム会場を、ショールームと同じく上海浦東喜来登由由酒店の 2 階バンケット

ルームとして、プレゼンテーション環境の整備と設営を行った。大型介護施設の顧客対象

のミドル/アッパークラスの顧客層が出入りするホテルで開催することでシンポジウムへの

集客が期待でき、また、ショールームと同じ会場にすることで、シンポジウム来場者をシ

ョールームへ誘導できる。この会場で、シンポジウムのリハーサルを行い、講演テーマと

内容の確認、時間配分、プログラム作成と広報、司会と同時通訳配置、AV環境やプレゼン

テーション機器等整備を行った。 

 開催日時 平成 29年 12月 11日（月）14時〜17時 

 外部参加者数 約 50人 

 

図表 31 シンポジウムの開催ホテルエントランス 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成  
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図表 32 シンポジウムのポスター 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

図表 33 各社のプレゼンテーション・プログラム 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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３） シンポジウム開催 

（１）第一部 パネルディスカッション 

「中国介護市場と日本の介護のあり方」を基調テーマにパネルディスカッションを開催

した。パネラーは、日本の介護事業に長年携わった湖山医療福祉グループ 湖山泰成代表、

上海のビジネスパートナーの上海由由湖山養老投資有限公司 厳偉国董事長、福祉・介護

機器業界団体代表の上海社福中鑫老年康复用品有限公司 武芬梅董事長である。 

 

図表 34 パネルディスカッションの様子 

   

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 

 

討論テーマを次に示す。 

 上海の高齢者施設の現状、日本の高齢者施設の現状について 

 中国のシルバービジネスの行方～上海を中心に～ 

 浦東新区の養老施設への施設運営を判断した背景～養老院の経営について、なぜ施

設を運営しようと考えたのか？～ 

 日本と中国（特に上海）の介護事情、高齢者生活事情の課題～日本から見える現実、

中国から感じる現実～ 

 日本の介護システムに期待すること、日本の介護ができること 

 日本製の介護機器、介護設備等について、また日本製品についての考え方 

 

パネルディスカッションの冒頭では、本実証事業の背景と目的を説明した。討論内容の

要旨を次に示す。 

 日本における高齢化社会の現状と支援制度の課題を踏まえて、中国・上海の高齢化

社会の到来も待ったなしであり、介護システムの早急な準備と立上げが望まれてい

る。20年を先行する日本を事例に上海で介護事業を展開することが、社会的な課題

の解決につながる（注釈：日本では介護保険法に基づき 2000年 4月から介護制度が
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施行。中国では 2016年第 18期中央委員会で介護保険制度の設立を決定し、2017年

に試験的に実施）。 

 本コンソーシアム及び湖山医療福祉グループは、日本が培った豊富なノウハウや経験、

ショールームでも紹介する世界でも最も先進的な介護機器、医療と結びついた看護・

介護技術を活用し、中国文化と融合させた介護サービスの展開を上海で計画している。 

 「医療は科学、介護は文化」という理念のもとで、ソフトとハードが一体化した上質

な介護サービスを提供することができる。「（仮称）上海由由湖山養老院」では日本の

最新鋭の介護機器を使った高品質なサービスを提供する。 

 上海での介護事業のアウトバウンド進出を決めた理由は、少子高齢化が急速に進んで

いる大都市であり、経済的にも活況で富裕層が多いことである。中国でも最も市場性

が高いのは北京と上海であろう。 

 日本の介護機器については、先行する欧米製品に比較してサイズや機能仕様に対する

ニーズが中国の医療・介護事業者から寄せられている。日本の介護機器について、高

い機能や高付加価値を探るためにも批判的な意見も遠慮なく欲しい。但し、欧米製品

と比較すると「ベッドの床高が低い」「サイズが小さい」という指摘があったが、利

用者が起床、臥床しやすいように設計されている。加えて、褥瘡対策やおむつの取替

え、食事のしやすさ等の介護者の利便性に基づいて検討されたデザインも考慮されて

いる。 

 日本の高齢者福祉施設で使われている介護ベッドは、病院での医療ベッドとは違って

高度介護機能＋アメニティ＋デザインの両方を備えたハイブリッド性能を有してい

る。 

 介護制度が注目されつつあった 30 年前の日本には介護機器の導入・開発が進んでい

なかった（注釈：日本では介護保険法に基づき 2000年 4月から介護制度が施行され

たが、高齢者介護の問題は核家族化を背景に 1990年代から顕在化）。現在では、療養

病床等の一般的な高齢者向け病院よりも高齢者福祉施設は住環境や生活空間が快適

であり、施設利用者の幸福感は相対的に増大している。 

 今回上海で開業する大型介護施設では、多くの雇用を創出する。日本での 30 年にわ

たる人材研修の経験を活かして、多くの中国の介護人材を日本国内で育成する環境が

ある。来年度（2018 年度）から湖山医療福祉グループでは、年間約 100 人の技能実

習生受入を計画している。 
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（２）第二部 日本の介護機器メーカーによるプレゼンテーション 

日本設計 ①

日本設計の講演テーマは、「大型介護施設『櫻花家園養老院』の設計から見る日本の介

護サービス導入の取組、課題、将来イメージ」である。 

図表 35 日本設計の講演 

 

出所）日本設計作成（この①節は同じ） 

 

図表 36 『櫻花家園養老院』の設計イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

41 

 

 介護施設の設計に当たっては、日本の介護システムのシーズと中国のニーズを両立

させ、居住形式/採光重視/公共性とのバランス/現地ニーズの多様性等に対応した。 

図表 37 日本の介護シーズと中国のニーズ 

 

 中国人の生活や伝統文化を理解し最適な設計を提案した。また、介護保険制度の制約

がない中で間取りの自由度とユニットケアの連携を模索した。 

図表 38 生活や文化を活かした設計 
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 バルコニー・水周り・シャワー/浴室・寝室にも配慮した。共用スペースには、日本

の介護入浴を提供するユニットバスや機械浴槽の整備を提案した。 

図表 39 設計上の配慮と共用スペース 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 生活空間の使いやすさ、動線の利便性、バリアフリー安全性、介護負担、安心、娯楽

施設とコミュニケーション支援等を実現した。 

 

図表 40 公共性とアメニティ 

 

・ 充实前台功能， 能够提供各种服务信息。
・ 设置餐厅和咖啡厅， 让入住者享受『 美食』 的乐趣。
・ 丰富多彩的娱乐活动空间， 让入住者每天都过得快
乐而有意义。

・ 设置麻将室、 书法室、 影院、 KTV室， 供人们交流。
・ 设置不同规的多功能厅， 可举办各种活动。
・ 设置聚会室， 可邀请家属、 朋友一起聚会。
・ 设置便利商店， 可方便地购入生活必需品

公共楼2层平面图

公共楼１ 层平面图
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パラマウントベッド ②

パラマウントベッドの講演テーマは、「日本の介護制度と介護福祉ベッド」である。 

図表 41 パラマウントベッドの講演 

 

出所）パラマウントベッド作成（この②節は同じ） 

 

図表 42 中国市場への進出 
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 高齢化社会を迎えて、介護現場で懸念される寝たきり/誤嚥、認知症、転倒転落事故、

褥瘡等の課題に対して、先進技術とやさしさでヘルスケア環境実現を提案する。 

図表 43 共通する社会的課題 

 

 介護ベッドを活用することで、「生活安全」「褥瘡予防」「寝たきり予防」「認知症ケア」

及び「リハビリ」における自立支援と介護職員の労働負担軽減が実現する。 

図表 44 介護ベッドの使用目的 
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オージー技研 ③

オージー技研の講演テーマは、「日本の介護施設における機械入浴設備」である。 

図表 45 オージー技研の講演 

 

出所）オージー技研作成（この③節は同じ） 

 

 物理療法器械、リハビリ介護器械、入浴介護設備のメーカーとして事業を展開してい

る。 

図表 46 事業範囲 
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 日本文化を代表する入浴は単なる清潔を保つだけでなく、副次的に心理的効果、身体

的効果、社会的効果、介護施設内の業務支援効果等が明らかである。 

図表 47 入浴効果と介護サービス 

 

 

 入浴中の転倒事故や感染、介護負担の問題もあり、簡単操作、安全性確保、リスクマ

ネジメント、介護労力や経費軽減が必要である。 

図表 48 入浴リスクと機械入浴の必要性 
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④積水ホームテクノ  

講演テーマは、「楽しい入浴〜日本の介護現場からわかった皆にとって優しい浴室とは

〜」である。 

図表 49 積水ホームテクノの講演 

 

出所）積水ホームテクノ作成（この④節は同じ） 

 

 日本の入浴文化は 1500 年の歴史がある。入浴には、健康、美容、リラックスの効果

が確認されている。 

図表 50 入浴の効果 
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 ユニットバスにより、要介護者の自立支援と介護者の作業負担軽減を実現している。 

図表 51 ユニットバスのレイアウト変更 

 

 

 介護施設で発生件数が最も多い入浴時の事故を軽減し車椅子からの入浴を支援する。 

図表 52 自立入浴と介助入浴 
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４） 介護文化の理解促進、市場開拓の支援効果  

シンポジウム前後には、ショールームからの参加者誘導や実機デモンストレーション等

にも取組み、チラシやパンフレットでの紹介によって日本製介護機器の印象を深めた。 

参加者にはアンケートやインタビューにより機器の印象や評価を収集して、集計結果は

グラフ化した。なお、会場予約の日程調整やプログラムの作成に時間を要したためシンポ

ジウム開催の広報開始が遅れ、各社の現地営業ネットワークや SNSを活用したが、参加者

は当初目標の半分程度であった。十分な告示時間を取り、現地の法人顧客層を事前に調査

し、Webサイトや SNSさらにメディア等を活用した広報計画を立てることが必要であった。 

 

アンケート調査の概要 ①

シンポジウムの参加者概要を次に示す。シンポジウムや各社のプレゼンテーションに対

する反応を知るためにアンケート調査を実施した。 

 外部参加者数 約 50人（名刺 33人、芳名帳 16人、他） 

 アンケート回収数 35サンプル（回収率 70.0％） 

 男性 18人、女性 17人 

 上海在住者（21人）、国内その他（8人）、不明（6人） 

 平均年齢（38.8歳）、年齢の中央値（37.5歳） 

図表 53 アンケート票 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成（この 4）節は同じ） 
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集計結果 ②

A.シンポジウム来場目的（複数回答、N=35） 

 

 法人の参加が多いことで、「介護に関する知識や介護用品・設備に関する知識を増やす

ために」及び「日本の介護サービスや介護システムに関心があったから」とする目的

が多い。 

 

B.日本製の介護設備・機器についての印象（複数回答、N=35） 

 

 日本製の介護設備・機器については、「機能的」「安全性」「デザイン性」との印象が強い。 
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C.基調講演についての感想（複数回答、N=35） 

 

 基調講演についての感想は、「日本の介護用品・設備に対する期待」「中国・上海での

介護ビジネスの重要性や必要性」「日本の介護技術やサービスに対する期待」「浦東新

区の養老施設への期待」等との回答が多い。 

 

D.「櫻花家園養老院」（日本設計）の講演についての感想（複数回答、N=35） 

  

 「櫻花家園養老院」（日本設計）の講演についての感想は、「住環境が良い」「機能的で

ある」「健常から要介護まで居住できる」「意匠性が高い」との回答が多い反面で、「日

本製というブランド価値がある」「資産価値が高そうだ」については低い評価である。 
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E.電動介護ベッド（パラマウントベッド）の講演についての感想（複数回答、N=35） 

 

 電動介護ベッド（パラマウントベッド）の講演についての感想は、「性能が良いし便利

である」反面、「高額である」という回答が多い。 

F.ユニットバス（積水ホームテクノ）の講演についての感想（複数回答、N=34） 

 

 ユニットバス（積水ホームテクノ）の講演についての感想は、「性能が良いし便利であ

る」反面、「アフターサービスなどに不安がある」という回答が多い。 
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G.機械浴槽（オージー技研）の講演についての感想（複数回答、N=35） 

 

 機械浴槽（オージー技研）の講演についての感想は、「性能が良いし便利である」反

面、「高額である」「アフターサービスなどに不安がある」という回答が多い。 

 

このアンケート調査の自由記述欄から、参加者のコメントを紹介する。 

 介護機器について、もっと多くの種類を紹介してほしい。 

 湖山医療福祉グループが実際に使用した、より良い便利な商品や、そうした経験を中

国の使用者に紹介してほしい。 

 日本での介護ビジネス分野の先進的な情報をもっと多く知りたい。中国での介護問題

を解決する方策を知りたい。 

 パネル・ディスカッションのテーマにある介護理念の紹介は比較的中国に合うと思う

ので、良い経験になった。 

 全体的に介護製品についての価格面での説明がほしかった。各メーカーの介護機器が

中国介護市場に受入れられるには適正な価格設定が必要である。 

 介護事業はとても将来性がある。しかし、今回紹介されたハイレベルの介護設備、施

設は中国の富裕層しか購入できない。将来は一般化されて、中国の普通の高齢者も日

本の介護レベルの介護サービスを受けられるともっと良い。 

 中国の水質（日本より硬質）を理解しているか。（機械浴槽について）使用効果に水

質の影響はないか。 

 介護施設の機能計画、施設の支出計画検討に必要な情報収集のために参加した。 

 日本の介護理念を知りたい、体験したいと思った。 
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 居宅介護備品・設備として家庭向けの介護機器に興味がある。 

 個人ユーザーに対して価格が少々高い。個人宅への機器導入のためのリフォームが難

しい。実用性や適用性が少々低い。便利であるが使用頻度が低い。 

 シンポジウムは、今後より多くの商品やサービス内容を勉強する機会になった。高齢

者層や社会により良い介護サービスを紹介していた。 

 

シンポジウム開催を踏まえて、主催者を含む参加企業の感想をまとめた。 

 来場者数の想定が困難であり、会場収容人数との調整と設備や資料の準備に当日まで

苦心した。 

 集客活動に各社の法人顧客ネットワークを活用したが、新規顧客の来場にはつながら

なかった。準備期間を十分に設け、高齢者医療・看護・介護および社会福祉分野の関

係者に広報するとともに、Webサイトの活用やマスメディアへの訴求を積極的に行う

必要があった。 

 現地の保健福祉行政や関連業界団体への働きかけも必要であった。 

 先行する日本の現状を通じて、高齢化社会の問題やその対応としての介護システムに

ついて参加者の理解を深めることができた。参加者は非常に熱心に視聴していた。 

 機能と同様に関心の高い価格帯について、シンポジウムの場で説明するのは難しい。 

 シンポジウムで紹介した介護機器をショールームに導いて、映像コンテンツとスタッ

フ説明で理解を深めてもらう過程は受入れられた。 

 

３－４． 日本の介護モデルのアウトバウンド戦略の策定 

 

１） 教育・研修コンテンツの活用 

教育・研修コンテンツについては、日本が培った「介護文化・理念」と「技術・ノウハ

ウ」をバランスよく伝えることが重要である。ここでは、コンテンツ作成方法と活用方法

について検討した。 

（１）教育・研修コンテンツの作成 

中国上海から来日したユニットリーダー候補に対する座学研修と介護現場での実習体験

は、研修生と介護事業者（講師も含む）双方にとって学ぶことが多い体験であった。特に、

研修生の素朴な疑問やどうしてそうなるのかといった理由を求める声に対応していくこと

は、介護サービスの原点に立ち返って、日本の介護のあり方、合理的で汎用的なサービス

とは何かを見直す機会となった。日本ではとかく顧客サイドの苦情や意向をサービスに反

映せざるを得ない「顧客至上主義」が散見されるが、少なくとも中国において日本と同一

のサービスを提供することはオーバースペックになりかねない。中国で日本の介護を普及

させるには、合理的で効果的、かつ顧客満足のための介護を詳細に見直すことが必要であ

る。 
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また、研修生の疑問に答えてその根拠を示すことは、上海を含めた中国・アジア圏で通

用する教育・研修コンテンツ作成の手掛かりとなった。座学期間中については、当初計画

では講義形式の座学一辺倒であったが、研修生の積極的な意見、意思の表明が垣間見られ

たため、通常、日本で行う同等クラスの研修では実施しない、双方向性の研修スタイルに

修正していった。また、今回の中国人研修生受入を通じて、介護サービスに必要な思考様

式（マインドセット）を如何に双方で共有するかは、日本が標榜するチームケアには欠か

せない。文化や生活習慣、教育体系の違いは認識しつつ、共通の目的と目標を持った意識

付けと自発的なアイデア創発が必要である。 

さらに、ユニットリーダー候補である研修生には、介護サービスの内容を理解しスタッ

フのマネジメントを担うことが期待されている。スキルアップのための教育は帰国後も欠

かせないと考えられるが、現地での大型介護施設「櫻花家園養老院」開業に向けて、最新

の教育コンテンツと環境を継続的に提供することが課題である。 

そのためにも、ICTを活用した継続的な情報共有、介護施設開業後の実務計画の策定、

ユニットリーダーを中核とするチームづくりとスキルアップ（OJT、職位別/職種別 off-JT）

体制が重要である。こうした教育・研修コンテンツの独自性と普遍性が、日本の高いブラ

ンド価値につながる。 

 

（２）研修成果の波及効果 

大型介護施設をプラットフォームとする介護拠点において、研修生が得た今回の研修実

務経験を活かすことが期待できる。また、本研修の効果として次のような点が指摘でき

る。 

 日本の介護サービスの歴史や文化的背景をノウハウ・技術と共に体験した経験によ

り、日本の介護サービスを一つの基準と捉えること（デファクト・スタンダードへ

の刷込みと現地カスタマイズによるアップグレード） 

 一定のレベル以上のサービス基準を提供できること（サービスのブランド価値維持） 

 仕事に対して自発的に取組む姿勢を得ること（自律的、能動的なマインドを自得） 

さらに、大型介護施設を通じた介護ビジネスのアウトバウンド展開には、サービス品質

の向上が欠かせない。そのためにも、業務プロセスに於ける恒常的な PDCAサイクル活動

を促す仕組みを根付かせる必要がある。日本では普及しつつある介護事業所での ISO認定

の動向も、こうしたサービス品質向上を後押しするきっかけとなる。このサービス品質の

高さが、日本の介護システムのブランド価値を広くアピールする効果を生む。 

 

２） 介護機器のマーケティング促進 

ショールームでの介護機器に対する評価や反応から、商談や営業開拓に結びつく過程や

成果（BtoBの手応え）、中国でのアウトバウンド展開に関するヒントを整理し、マーケテ

ィングの重要性を再確認した。 
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介護機器メーカー各社から国際進出の経緯や計画を踏まえての意向を聞き取り、今後の

アウトバウンド展開に必要な施策としては、次のような方向性が指摘できる。 

 現地パートナーシップや代理店活用の重要性、必要に応じて現地スタッフの日本国内

での研修制度（国際的なパートナーシップの確立） 

 ショールームやモデルルーム、中国国際福祉機器展示等のようなイベントでの広報ツ

ールの見直し、特に Web サイトはもとより普及が著しい SNS 活用によるインパクト

の有る双方向・同時性・参加体験型のコミュニケーションの整備（リアル空間とバー

チャル空間の相乗効果） 

 国内メーカーのオールジャパンのチーム編成と相互補完（アライアンス効果とトータ

ル・コスト削減） 

 介護サービスとハード機器のパッケージ化の効用（All in One ＆ One Stop Shopping

の提供） 

 日本製品ブランドの育成/成長/広報/価値確認についての明確な指針（ブランディング

戦略） 

 

特に、中国市場で増加する介護施設での設備・備品、介護用品の調達/選定過程に積極的

に参加し、高い付加価値とコストパフォーマンスを武器に、日本の介護機器を売込む姿勢

が必要である。 

 

３） 日本の介護モデルのパッケージ化 

現在の中国は、介護事業の勃興期でもある。中国政府は 2011年に「中国高齢事業発展 12 

次 5カ年規画」を発表し、養老サービス分野への民間資本導入を奨励する方針を示した。

高齢化に対応する社会の建設、関連産業の育成に向けて、中央/地方政府から積極的な施策

が打ち出されていることもあり、今回のシンポジウムでも、行政・民間双方の関心と期待

が伺えた。また 2017年 2月には「第 13次 5カ年国家老齢事業発展・養老体系建設規画」

が発表され、長期介護保険制度のほか、社区養老サービス施設の整備、スマート養老、「医

養結合」の推進、人材育成の強化など、新たな方針が打ち出されている。 

こうした好機に日本製品の「安全安心、高品質、高機能、きめ細やかな総合性と適応力」

等をブランド価値としてアピールし、実績のある介護サービスをパッケージ化した高齢者

介護のデファクト・スタンダードモデルを現地に意識づけていくことが必要である。 

 

中国の CCRCの概況 ①

これまでの実証調査を踏まえ、現在、上海に計画中の「櫻花家園養老院」の販売価格帯

は、中国の既存の CCRCをべンチマークに検討している。チャイナ・エイドには CCRCの

商談ブースもあり、関心の高さは日本以上ともいえる。昨年度調査では、上海から 150km

離れた浙江省烏鎮国際健康生態産業園内の緑城烏鎮雅園（烏鎮グレースランド）が 75㎡の
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高齢者住宅は 125万元（約 2,170万円）、95㎡で 170万元（約 2,950万円）であった。 

また、ベンチマークとして、本施設整備計画と同等規模と想定される上海市、北京市、

南京市の CCRC型施設のサービス、及び価格帯の概要は以下のとおりである（図表 54）。

なお、比較を容易にするために施設名等の記載を簡略化している。 

図表 54  中国の CCRC型施設の料金体系比較 

施設 
定員 
（名） 

介護職員 
配置 

料金（単位：万元）  
特徴 

保証金 
月額 
利用料 

上海市 A 1,500 15:1 50～138 1～1.2 

 自立者４、要介護者１の割合で入居。 

 フィットネスセンター、病院、介護

院、ホテルを併設。 

 健康評価を行った後、リハビリプラ

ンを作成。 

上海市 B 320 6:1 5～10 0.7～3 

 自立者１、要介護者２の割合で入居。 

 医師、看護師が常駐。 

 アメリカの CCRCノウハウを導入。 

北京市 A 240 7:1 10～30 
0.5～

1.8 

 自立者１、要介護者２の割合で入居。 

 医師、看護師が常駐。 

 専属リハビリスタッフが常駐。 

北京市 B 250 6:1 5 
0.8～

3.2 

 自立者１、要介護者１程度の割合。 

 医師が常駐。 

 理学療法室、作業療法室を設置。 

北京市 C 120 2:1 8 1～2.8 
 理学療法、作業療法、言語療法、心

理カウンセリング、漢方医療導入。 

北京市 D 1100 7.9:1 20～100 
0.8～

1.1 

 併設病院あり、各種マンション（マ

イホーム型、施設型、リゾート型）

など併設。 

 中医と西洋医学を融合したリハビ

リ。 

南京市 A 330 4:1 0.5 
0.5～

0.7 

 政府から無償土地提供、補助金給付

で整備した施設。 

出所）日本貿易振興機構サービスサービス産業部「中国高齢者サービス企業展開事例調査報

告書を改変 

＊ 定員：自立者向け、要介護者向け定員の一切を含む。１人部屋以外の員数を含む。 

＊ 介護職員配置：「定員：介護職員」の比率を記載している。日本の場合概ね入居者３名に

対して介護職員１名以上（つまり「３：１」）の配置が法的に求められている。 
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＊月額利用料には食費、居住費、管理費、介護費等の一切を含む。 

 

図表 54から想定される現在時点における中国の CCRC型施設の状況は以下のとおりで

ある。 

 医療機関の併設は必須である（現地の医療機関である三甲病院との提携や併設の計画

がある）。 

 コ・メディカルとして理学療法、作業療法等のリハビリテーションのニーズも強く存

在する。 

 保証金はすべての施設で徴収している。ただしその額については 5千元～100万元

（85,000円～1700万円）超までと幅が広い。 

 介護職員配置から類推すると 2対 1～15対 1までと幅が広い。したがって重介護ニー

ズへの対応については吸収しきれていない。 

 

日本発の CCRC型施設に向けた取組み ②

 中国の CCRC型施設のベンチマーク調査（図表 54）で明らかになったように、まだ CCRC

型として確立された介護手法、技法が存在しないものと考えられる。ヨーロッパ各国、ア

メリカの介護事業者に対して優位性を確保するためにも、「櫻花家園養老院」では日本発の

CCRC型施設の取組みとして下表の取組を実施していきたい（図表 55）。 

図表 55 日本発 CCRC型施設の取組み 

項 目 内 容 

医 療 

 医療機関の併設もしくは、医療機関との提携を強固にしたサービス体

制を開設時点から行う。 

 終末期への対応を実施し、看取り介護を行う。 

 ニーズに応じて中医への対応と連携を図る。 

介 護 

原則として日本の特養等の介護施設と同等・同様の介護を行う。 

 入居者本人、家族の要望、希望等に基づく「介護計画」を立案し、計

画に基づいた支援を行う。 

 重介護ニーズについては、原則として障害の程度、認知症の程度に関

わりなく介助、支援を行う。＊特に最重度への対応力は日本のみにし

か存在しないために重点強化する。 

 介護職種、看護、リハビリ職種が総合的にサービスを提供する「チー

ムケア」を行う。 

そ の 他 
 介護職種の組織体制として、日本の技能実習の経験をキャリアアップ

の基本要件とする。 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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介護事業運営では日本の介護制度施行から 20年程度の遅れがありつつも、高齢化率は日

本の大都市並みの現在の上海は、いわば高齢者介護市場の「ブルー・オーシャン」である。

未だ介護事業の経験豊富な競合相手が少なく、世間的認知度も低い介護サービスと介護機

器のパッケージモデルは、上海の高齢者市場に大きなインパクトを与えて、ビジネスチャ

ンスを生むと考えられる。ここで、イニシアティブを取ることが、中国の介護市場のデフ

ァクト・スタンダードを獲得し、中国国内市場だけではなく広くアジア圏を含めた介護拠

点を構築するための拠点構築となる。  
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第４章 まとめ 

 

４－１． 事業成果 

 

今回の補助事業の成果は、介護のアウトバウンド展開に必要な「ヒト、モノ」のあり方

について知見と実績を得たことである。 

前者については、「介護文化・理念・技術」を伝える教育環境の整備と教材・プログラム

からなる教育コンテンツ充実の要点を国内研修を通じて確認することができた。 

後者については、介護機器メーカーの協力を得て、コンソーシアムとして上海進出を図

る上での課題や現地の反応を、ショールームやシンポジウム開催を通じて把握できた。 

こうしたソフトとハードの両面からアウトバウンド戦略を実証し、日本の介護モデルが

上海の大型介護施設を拠点として中国市場に進出するためのスタートに立つことができた。 

さらに、日本生まれで上海育ちの介護モデルは、中国全域とアジア圏で成長することが

できると実感している。 

今後は、現地の大型介護施設開業に向けて、日本の介護サービス提供と介護機器の導入

を積極的に進めることを目指すものとする。 

事業の成果を踏まえて、上海介護拠点構築促進事業が置かれた環境、日本の介護ビジネ

スの強みや弱みに関する分析結果を整理した。追い風環境を活かして弱みを克服する、向

かい風環境の中でビジネスモデルを再構築する等の工夫が検討すべき課題である。 

図表 56 SWOT分析 

上海介護拠点化に対する追い風環境 上海介護拠点化に対する向かい風環境 

 福祉・介護制度の充実を国家的課題とし

て重視 

 日本の 10倍相当の介護市場が存在 

 養老計画の方針さえ決定すれば、徹底す

るだけの政治体制と実行力 

 政治・経済的なリスク存在と不可避な制度 

 介護事業の性格上、外資単独資本では限界 

 アウトバウンドとしての介護ビジネス以

前にローカライズされた介護（社区、民間

看護、家政婦等）が存在 

日本の介護ビジネスの強み 日本の介護ビジネスの弱み 

 介護ビジネスが 15 年先行した日本の実

績とノウハウが蓄積 

 介護サービスや技術と介護施設・機器へ

の高い信頼性 

 家政婦や看護師と明確に分離したプロ

フェッショナリズムが確立。高度な介護

人材育成制度が形成 

 国際的な価格競争力（ローエンド、ハイエ

ンド）に弱点 

 中国の社会・生活・文化に理解不足であり、

日本の介護がオーバースペックになる懸

念 

 認知症、寝たきり、医療連携の下地がある

が現地カスタマイズの経験不足 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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４－２． 課題 

 

本事業を通じて、明らかになった日本の介護のアウトバウンド展開に関する課題は以下

のとおりである。 

 

介護サービス充実のための人材採用と人材育成設計 ①

湖山医療福祉グループでは、次年度以降想定している技能実習制度を利用する受入に際

しては、100人規模の実習生に対する効果的な基礎教育環境を整備することが大きな課題

である。その解決策として、国内の介護施設で提供した介護技術や教育・研修素材をデジ

タル化し、教材として活用することが必要である。 

なお、介護技能実習生の供給体制は、Webを通じた一般募集のほか、上海由由湖山が現

地の看護専門学校と連携して看護師資格を持つ卒業生を受入れる計画がある。 

実習生の受入に当たっては、介護職種に対する適性を見極めることも重要であり、多能

工（マルチタスク）化している日本の介護職種への理解と受容も受入に向けて大切な要素

である。 

受入整備計画を作成する際には、介護職の業務内容を教材のエッセンスで紹介すること

で、職能性のマッチングを支援することができる。本事業では、適性評価に性格診断テス

ト「Neris Type Explorer」を用いたが、同様に介護職に対する適性診断テストとして介護

教材を援用することも検討できる。 

さらに、中国社会ではキャリアを積んだ職員の離職や退職が、日本以上にビジネス継続

上の課題となっている。認知度の低い介護分野で高い専門性を有する業歴者を引き止める

ためには、待遇面の配慮や就労モチベーションの向上のためのキャリアアップ・プログラ

ムの設計・導入が課題となる。 

 

日本の介護機器のブランディング戦略の提案 ②

中国では日本製品への高い期待はあるものの、介護分野においてはブランドを形成しき

れていない。介護分野においてのブランド価値、ブランドへの親和性とは、各地、各国の

ライフスタイルを理解、受容しつつも、未来志向の提案を行うことであろう。 

なお、「中国の消費者の日本製品等意識調査 2017 年 12 月」によれば、中国に進出して

欲しい日本の施設・サービスは、日本食レストラン、遊園地やテーマパーク、娯楽施設が

約 30％と上位であるが、こうした施設・サービスの中で「温泉施設」も 21.4％と期待が高

い。 

出所）中国の消費者の日本製品等意識調査 2017年 12 月 日本貿易振興機構 

 

「温泉施設」は中国の都市では娯楽やレクリエーション施設として捉えられアメニティ

としての周知が進みつつある。これを「入浴体験プラス介護」へ昇華させていくことを戦
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略の一つと位置づけたい。現在、浴槽に浸かることを目的とした家庭での入浴習慣がある

国は日本以外にはない。中国国内において温泉、温浴施設への認知が高まることにより、

入浴体験がかつての日本での「銭湯」から「（自宅の）内風呂」への流れを作り出したよう

に、経済的な豊かさを享受する手段として「入浴」「浴槽」「浴室」のもつポテンシャルは

小さくない。このことは今回の介護機器メーカーの「機械浴槽」「ユニットバス」の販売促

進を後押しするものと考えられる。日本発の温泉施設が上海でヒットしている現状もあり、

こうした流行をきっかけに、「介護入浴」体験の認知度の向上と共感を訴える広報が重要で

ある。 

介護ビジネスの展開に際して、日本製介護サービスと機器の理念やビジョンに基づくブ

ランドを打ち出していくためには、性能や用途の特化によるブランド価値の向上、また広

報と浸透、実現、変革の各段階で工夫が必要である。特にハイエンド商材については、日

本で実施されている販売後のメンテナンス、商材の使用方法をメーカー担当者が丁寧にレ

クチャーする体制については、販売拡大に向けて大きなヒントになる可能性がある。工学

的な安全性、耐久性、維持管理の容易さと心理的な安心感をどうアピールするのか、が日

本の介護機器メーカーのブランディング戦略の一環として、意図的に演出していくことが

重要であると考えられる。 

なお、ショールームでの反応・評価については、現状では集客数自体が少なく反応を評

価するには不十分であった。この反省を踏まえて市場開拓や製品ブランドの訴求には、現

地法人顧客ネットワーク構築による積極的な集客活動の必要性がある。 

参加メーカーによれば、商談や営業開拓に結びつく過程では、現地代理店から同社製品

の取扱要望は得ているものの、①ビジネスパートナーとなり得る代理店の選別、②最終顧

客の見極め等が課題である。また、介護施設向け（法人）の商品展開のためには、次のよ

うな事業観点でのマーケティングやノウハウが欠けていることを認識した。 

 介護施設事業者（経営管理者層）へのアピール機会の創出方法 

 現地の実態調査と今後の需要予測のあり方 

 実態と予測に基づく事業計画化・採算性 

 

ハードとソフトをパッケージ化した介護ビジネスモデルの確立 ③

ここでは、一般的なビジネス要素毎に、中国における日本の介護ビジネスのマーケティ

ングの可能性や課題について整理した（図表 57）。 
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図表 57 中国の高齢者介護市場の可能性と課題（６Pに基づく分析） 

構成要素 内容 

製品・サービス 

（Product） 

 介護機器、介護向け住宅設備と介護サービスの機能向上。サービスと

機器をパッケージとして販売していく体制づくり。 

 日本製品の耐久性については市場からの支持あり。ワンストップの維

持メンテナンス体制を意図的に提案していく。 

価格設定 

（Price） 

 ローエンドは現地競合が多数ひしめき合う過酷な市場。ハイエンドは

世界各国のメガプレイヤーの参戦がある市場。 

 ハイエンド市場で支持された技術、ノウハウの一部をミドル、ローエ

ンド製品に展開し、それぞれのマーケットリーダーとなる。 

流通販路 

（Place） 

 サービス：Web や SNSでの PR、業界団体との関係性の構築、展示会

への出展等。 

 商品・製品：現地ではECが主流であり直販方式への挑戦。代理販売形

式、取次店販売形式のみから脱却を模索。 

販売促進 

（Promotion） 

 リアルとバーチャル空間：商品展示、製品の実体験から、価値を周知す

るためにWebサイトなどへの誘導手段を明示する。 

 リアル（現実）空間：介護機器、設備のほか介護備品などから住宅設備

を含めてモデルルームを構築し、すべての製品が購買できるような体験

を提案する。 

 バーチャル（仮想）空間：微信、微博などの巨大 SNSを通して、友人、

知人へ拡散しつつ信用、信頼を形成していく。 

顧客市場 

（Person） 

 高齢者市場規模は巨大ではあるが、日本のような同質性、平均化した

市場ではなく都市別、地域ごとのカスタマイズ戦略策定が必要。 

 ミドルからハイエンドゾーンに特化した顧客開拓、顧客サポート。 

サービス展開の場所 

（Platform） 

 上海市・浦東新区の大型介護施設を基点（拠点構築と 3期計画）。 

 上海市各区、周辺の省への展開（浦東新区モデルの成長）。 

 中国国内全域への展開。 

出所）ヘルスケア・デザイン・ネットワーク作成 
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４－３． 今後の展開 

 

2018年開業を計画していた大型介護施設運営事業は、現在、認可の遅れもあって、2020

年中の開業を目指している。本事業をきっかけに組織化されたコンソーシアムは、引き続

き、日本発の介護モデルのブランド価値を確立/育成/浸透させるために、ハードとソフト

をパッケージ化した戦略的ビジネスモデルを確立していくものとする。 

また、すでに述べたような課題に対処し、現実的な解決策を遂行していかなければなら

ないと考えている。大型介護施設開設までの期間により明確な計画を立てる必要も実感し

ている。 

さらに、上海での介護拠点の構築を通じて日本の介護への信頼感を醸成し、「日本の介

護モデル」を高齢者介護のデファクト・スタンダードと位置づけることで、国内で培った

ノウハウやスキルを活用させて、広大な中国市場を積極的に開拓していく所存である。 

 

１） ブルー・オーシャン市場の開拓 

中国・上海は日本との比較でいえば、高齢化率の高さに比較して介護サービスの整備状

況や洗練化、介護機器類の普及といった側面において介護ビジネスの「ブルー・オーシャ

ン」といえる。ただし世界の工場と称されるだけあって、ローエンドゾーン介護機器につ

いては、プレイヤーが非常に多い。例えば、参入規制の少ない介護用ベッドについては、

現地プレイヤーは数十とも数百ともいわれる競合ひしめく市場である。そこでは、コスト

競争が激烈であり、日本のノウハウを投入する効果や意義は大きくない。そのため日本の

介護機器メーカーについてのブルー・オーシャンをハイエンドゾーンと捉えた戦略立案が

有用である。さらに本報告書で既述のとおり、ハイエンドゾーンで得られたノウハウをミ

ドル～ローエンドゾーンに移植することが、メーカーにとっても、またエンドユーザーに

とっても求められることである。これは介護機器の製造・販売だけではなく介護サービス

についても同様であると考えている。 

介護サービスについて代表団体の描く未来図は、中国人介護スタッフを日本で教育・研

修する機会と学びの場を提供し、日本での研修を生かして彼らが中国の介護施設で就労す

ることである。日本で学んだ中国人介護技能実習生が中国に帰国し、日本の介護サービス

に通暁したプロフェッショナルとして活躍する。代表団体ではこうした展開を同一事業体

内で完結させるワンストップモデルの構築を計画している。このことは PDCAサイクルの

循環を容易にかつ加速させて、結果として競合事業者との比較優位性を高めることができ

る。 

 このことは従来のハードありき、建物ありきのモデルにはない、そこで集う人や働く人

が中心となるモデルであり、技能実習生制度の真意を捉え、制度を最大限有効活用した理

想像である。 
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２） 介護をテーマとしたコンソーシアムの活用 

本事業を通し、日本の介護事業者と中国上海のデベロッパーを含む介護サービス、介護

施設設計事業者及び福祉用品・介護機器メーカーがコンソーシアムを組んだことは、介護

事業のアウトバウンド展開に寄与した。本事業で得た代表団体の事業運営のノウハウは、

こうしたコンソーシアム活動継続に反映することで、今後の事業ミッションにも適うもの

であると考えられる。 

今回培った連携効果を今後とも活かすためには、情報共有、協働営業、市場開拓、制度

認知、外交折衝、人材教育、産官学医連携等のミッションを加速するための場として、海

外進出企業主体の連携体制が必要である。例えば、中国・上海のような発展が見込める地

域を重点的に開拓すべく、代表団体のような非営利団体が特命的なコンソーシアムをベン

チャー・プラットフォームとして主宰し、その成果を還元しつつ、展開の場を拡大する仕

組みづくりは日本のアウトバウンド展開を大いに促進する。 

本コンソーシアムは１年間に満たない期間であったが、有用性と高いポテンシャルがあ

ることが明らかになった。 

 

３） 日本の介護ビジネスの波及効果 

中国において、ハードとソフトが有機的に一体化した介護モデル及び現地の医療や教育

とも連携したシームレスなサービス提供を実現させることは、日本の地域福祉の向上と産

業創出にもつながる。日本発の介護ビジネスの規範や水準が、高齢化の著しい上海で受入

れられれば、先行するデファクト・スタンダード（標準化）として認知され、この上海で

の成功は広大な中国市場への介護分野でのアウトバウンド展開にも発展させることができ

る。また、中国市場での成功は、複雑に入り組み、制度疲労を起こしつつある日本の介護

制度への警鐘として有効になるだけではなく、それは「（日本への）リバース・イノベーシ

ョン」として移転・展開できるものとして考えている。 

本コンソーシアムの取組みは、介護分野の拠点構築のスタートアップであるが、今後日

中双方にまたがる経済波及効果を生む可能性が十分あることを示唆しておきたい。 

図表 58 櫻花家園養老院の壁画と理念（日本的団欒） 

   

出所）上海由由湖山作成 


